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Ⅰ 調査概要
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１．調査の目的

市内に居住する障がい者の現状を把握し、当該調査結果を「第４次中間市障害者基本計画」を策

定するための基礎資料とする目的で本調査を実施した。

２．調査対象及び調査の方法

３．回収率

４．調査時期

令和４年 10月 13日～令和４年 10月 25日

５．調査主体

中間市

６．調査結果の留意事項

①数表、文中に示すＮ、ｎは回答率算出上の基数（標本数）のことです。

Ｎ＝標本全数

ｎ＝該当数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数）

②所有手帳については、複数の手帳のお持ちの方がいらっしゃるため、それぞれの計と標本数全

数は一致しません。

③複数回答式の設問の集計については、項目別に基数（標本数）に対するその項目を選んだ回答

者の割合としています。従って、図表に示す各項目の回答率の合計は 100％を超える場合があ

ります。

④図表に示す選択肢はスペースの関係で文言を短縮して表記している場合があるので、詳細は巻

末の調査票をご参照ください。

⑤文中の選択肢の表記は「 」で行い、選択肢のうち、2 つ以上のものを合計して表す場合は

『 』で表記しています。

調査対象者（配布数） 調査方法

本市に居住するとともに、「身体障害者手帳」、「療育手帳」、「精神障害者

保健福祉手帳」をお持ちの方 1,500 名

＊「身体障害者手帳」所有者については、75 歳未満の方を対象に、障が

い等級及び障がいの部位の割合が全体の割合と同様になるように抽出

を行った。

＊「療育手帳」及び「精神障害者保健福祉手帳」所有者については、全

員を対象とした。

郵送法

配布数 有効回収数 有効回収率

1,500 名 657 票 43.8％
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Ⅱ 調査結果について
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１．回答者の属性

回答者の属性は以下の通りとなっています。

（１）回答者 （２）年齢

（３）性別 （４）同居者の状況（複数回答）

※グループホーム・福祉施設等を利用している場合、
「いない（一人で暮らしている）」と回答している。

（５）身体障害者手帳所有状況 （６）主たる障がい

本人（この調

査票が郵送さ

れた宛名の

方）

61.5%

本人の家族

27.1%

家族以外の

介助者

1.5%
無回答

9.9%

全体(N=657)

31.5
34.9

18.3

5.6

24.0

0

10

20

30

40

父
母
・
祖
父
母
・

兄
弟

配
偶
者

（
夫
ま
た
は
妻
）

子
ど
も

そ
の
他

い
な
い
（
一
人
で

暮
ら
し
て
い
る
）

全体(N=657)%

平均

56.0歳

17歳以下

4.9%

18～64歳

49.9%

65歳以上

41.9%

無回答

3.3%

全体(N=657)

男性

51.4%

女性

45.7%

その他

0.2%

無回答

2.7%

全体(N=657)

1級

21.3%

2級

16.0%

3級

9.7%
4級

14.3%
5級

3.3%

6級

3.2%

持って

いない

21.3%

無回答

10.8%

全体(N=657)

視覚障がい

6.7%
聴覚障がい

6.3%

音声・言語・

そしゃく機能

障がい

2.0%

肢体不自由

（上肢）

11.2%
肢体不自由

（下肢）

28.7%

肢体不自由

（体幹）

6.7%

内部障がい

（１～６以外）

28.9%

無回答

9.4%

全体(N=446)
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（７）療育手帳所有状況 （８）療育手帳の診断（複数回答）

（９）精神障害者保健福祉手帳所有状況

（10）精神障害者保健福祉手帳の診断名

1級

2.3%

2級

12.6%
3級

6.8%

持っていない

64.8%

無回答

13.4%

全体(N=657)

Ａ判定

9.6% Ｂ判定

10.7%

持っていない

66.2%

無回答

13.5%

全体(N=657)

32.9

29.4

-

4.2

7.7
5.6

8.4

4.9
7.0

0

10

20

30

40

統
合
失
調
症

(

非
定
型
精
神
病
を
含
む)

そ
う
う
つ
病
・
う
つ
病

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

（
薬
物
依
存
症
を
含
む
）

認
知
症
（
高
次
脳
機
能
障
が

い
等
を
含
む
）

神
経
症
（
不
安
神
経
症
、
強

迫
神
経
症
等
）

て
ん
か
ん

そ
の
他(

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
、
人
格
障
が
い
等)

病
名
は
知
ら
な
い
、

聞
い
て
い
な
い

無
回
答

全体(N=143)%

21.1

13.5 13.5
10.5

3.8 3.0

51.1

0

20

40

60

精
神
発
達
遅
滞

自
閉
症

ダ
ウ
ン
症 情

緒
障
が
い

（
適
応
障
が
い
を
含
む
）

て
ん
か
ん

脳
性
マ
ヒ

そ
の
他
の
知
的

障
が
い
や
発
達
障
が
い

全体(N=133)%
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（11）難病認定の有無 （12）発達障がい診断の有無

（13）高次脳機能障がい診断の有無

（14）現在受けている医療ケア（複数回答）

受けている

10.5%

受けていない

58.0%

無回答

31.5%

全体(N=657)

診断されたことが

ある

12.5%

診断されたことは

ない

79.3%

無回答

8.2%

全体(N=657)

診断されたことがある

4.7%

診断されたことは

ない

86.9%

無回答

8.4%

全体(N=657)

20.7

5.3
2.9 2.4 2.4 2.0 1.2 1.1 0.5 0.5 0.2

14.5

0

10

20

30

服
薬
管
理

透
析

ス
ト
マ

(

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱)

吸
入

吸
引

胃
ろ
う
・
腸
ろ
う

気
管
切
開

カ
テ
ー
テ
ル
留
置

人
工
呼
吸
器

(

レ
ス
ピ
レ
ー
タ
ー)

鼻
腔
経
管
栄
養

中
心
静
脈
栄
養

(

Ｉ
Ｖ
Ｈ)

そ
の
他

全体(N=657)%
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（15）精神障害者保健福祉手帳所有者について

①専門医療機関への通院状況 ②現在の体調

③今後、必要な「周囲」の支援

④今後、必要な「医療」面での支援（複数回答）

ほぼ主治医の指示通

りに通院している

74.1%

不規則であるが

通院している

4.9%

通院はして

いない

6.3%

入院中

4.9%

無回答

9.8%

全体(N=143)

ほぼ安定

している

32.9%

やや不安定

33.6%

不安定

19.6%

分からない

4.2%

無回答

9.8%

全体(N=143)

21.7
18.2

8.4 7.7 7.7 7.0 6.3
2.8

6.3

28.0

0

10

20

30

40

50

病
院
や
診
療
所
で
の
精
神
科
デ

イ
ケ
ア
な
ど

精
神
科
医
の
往
診

夜
眠
れ
な
い
と
き
な
ど
に
利
用

で
き
る
医
療
電
話
相
談

精
神
科
の
救
急
医
療
体
制

必
要
に
応
じ
て
夜
間
一
時
的
に

い
ら
れ
る
ナ
イ
ト
ケ
ア
な
ど

訪
問
看
護

夜
間
や
休
日
に
入
院
で
き
る
精

神
科
病
院

夜
間
や
休
日
に
受
診
で
き
る
精

神
科
病
院
や
診
療
所

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=143)%

37.8

6.3

0.7

10.5

3.5
5.6

0.7
4.9

15.4 14.7

0

10

20

30

40

50

家
族
や
親
せ
き
、
知
人

同
じ
体
験
を
も
つ

当
事
者
同
士

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
近

所
の
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
精

神
保
健
福
祉
士
な
ど
）
や
看

護
師
な
ど
病
院
の
職
員

共
同
作
業
所
な
ど
の
施
設
の

職
員

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
パ
ル
ハ
ウ
ス
ぼ
ち
ぼ
ち
）

の
職
員

県
の
保
健
所
や
市
の
職
員

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体(N=143)%
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⑤今後、必要な「生活の場（住まい）」面での支援

⑥今後、必要な「日中の活動の場・就労」面での支援

24.5

4.2
7.0

19.6

4.9

25.2

14.7

0

10

20

30

40

50

家
族
の
同
居

就
労
先
や
通
所
施
設
の
寮

な
ど
の
入
所
施
設

食
事
や
金
銭
管
理
、
服
薬

管
理
等
ケ
ア
を
受
け
ら
れ

る
住
ま
い
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
）

一
定
の
条
件
は
あ
る
が
保

証
人
が
い
な
く
て
も
入
居

で
き
る
住
ま
い
、
ア
パ
ー

ト
な
ど

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体(N=143)%

9.8
12.6 11.2

0.7
4.2

14.0

4.2 4.2

29.4

9.8

0

10

20

30

40

50

一
般
企
業
へ
の
就
職
・
復
職

（
正
社
員
、
パ
ー
ト
）

障
が
い
へ
の
配
慮
が
あ
る
一

般
企
業
へ
の
就
職
（
特
例
子

会
社
、
法
定
雇
用
に
よ
る
就

労
な
ど
）

障
が
い
へ
の
配
慮
が
あ
る
福

祉
的
な
職
場
（
就
労
継
続
支

援
Ａ
・
Ｂ
型
）

期
限
付
で
一
般
企
業
へ
の
就

労
を
め
ざ
し
訓
練
を
す
る

場
、
職
場
（
職
親
な
ど
）

期
限
が
な
く
作
業
や
人
付
き

合
い
を
通
じ
て
就
労
を
め
ざ

す
場
（
共
同
作
業
所
な
ど
）

障
が
い
者
が
自
由
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
場
（
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

同
じ
体
験
を
も
つ
当
事
者
活

動
へ
の
参
加

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体(N=143)%
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２．住まい、暮らしについて

（１）現在の暮らし

現在の暮らしについて尋ねたところ、「家族と暮らしている」（69.7％）が７割を占めて最も

多く、次いで「一人で暮らしている」（18.1％）となっています。

所有手帳別にみると、療育手帳所有者は「一人で暮らしている」が 8.3％と他を大きく下回

る一方、「福祉施設で暮らしている」が約１割と高くなっています。また、精神障害者保健福

祉手帳所有者では「病院に入院している」が他を上回っています。

＜現在の暮らし＞

問 21 あなたは現在どのように暮らしていますか。（○は１つだけ）

一人で暮ら

している

家族と暮ら

している

グループ

ホームで暮

らしている

福祉施設

(障害者支

援施設、高

齢者支援施

設)で暮ら

している

病院に入院

している その他 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

18.1 

19.1 

8.3 

21.7 

69.7 

69.7 

72.9 

64.3 

0.9 

0.4 

3.8 

4.3 

3.4 

9.8 

4.2 

2.3 

2.2 

2.3 

4.9 

0.8 

0.7 

0.8 

0.7 

4.0 

4.5 

2.3 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、３級と６級で「一人で暮らしている」の割合が３割程度

と、他を上回っています。

障がい部位別にみると、視覚障がいと聴覚障がいは「一人で暮らしている」の割合が３割を

超え、他を上回っています。

＜現在の暮らし＞

＜現在の暮らし＞ 単位:％

サ

ン

プ

ル

数

一

人

で

暮

ら

し

て

い

る

家

族

と

暮

ら

し

て

い

る

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

で

暮

ら

し

て

い

る

福

祉

施

設

（

障

害

者

支

援

施

設

、

高

齢

者

支

援

施

設

）

で

暮

ら

し

て

い

る

病

院

に

入

院

し

て

い

る

そ

の

他

無

回

答

657 18.1 69.7 0.9 4.3 2.3 0.8 4.0

１　級 140 13.6 67.9 1.4 3.6 5.0 0.7 7.9

２　級 105 21.9 63.8 - 5.7 2.9 1.0 4.8

３　級 64 28.1 68.8 - 1.6 - 1.6 -

４　級 94 16.0 79.8 - 2.1 - - 2.1

５　級 22 13.6 72.7 - 4.5 - - 9.1

６　級 21 33.3 66.7 - - - - -

視覚障がい 30 30.0 56.7 3.3 3.3 - - 6.7

聴覚障がい 28 32.1 64.3 - - 3.6 - -

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 22.2 55.6 11.1 - 11.1 - -

肢体不自由（上肢） 50 16.0 74.0 - 4.0 2.0 2.0 2.0

肢体不自由（下肢） 128 19.5 71.9 - 3.1 - 0.8 4.7

肢体不自由（体幹） 30 20.0 53.3 - 10.0 6.7 3.3 6.7

内部障がい（それ以外） 129 14.0 76.7 - 2.3 3.1 - 3.9

無回答 42 19.0 64.3 - 4.8 2.4 - 9.5

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（２）将来の地域生活について

現在、福祉施設で暮らしている人や病院に入院している人に、将来の地域生活について尋ね

たところ、「今のまま生活したい」（55.8％）が最も多く、次いで「家族と一緒に生活したい」

（20.9％）、「グループホームなどを利用したい」（7.0％）、「一般の住宅で一人暮らしをした

い」（2.3％）の順となっています。

所有手帳別にみると、『地域生活を希望する』（グループホームなどを利用したい＋家族と一

緒に生活したい＋一般の住宅で一人暮らしをしたい）が最も多いのは、精神障害者保健福祉手

帳所有者（46.2％）で、以下、身体障害者手帳所有者（28.0％）、療育手帳所有者（25.0％）

の順となっています。

＜将来の地域生活について＞

【問 21 で「４．」または「５．」と答えた方におたずねします。】

問 22 あなたは将来、地域で生活したいと思いますか。（○は１つだけ）

今のまま生活

したい

グループホー

ムなどを利用

したい

家族と一緒に

生活したい

一般の住宅で

一人暮らしを

したい その他 無回答

凡例

全　　体 （N=43）

身体障碍者手帳 （n=25）

療育手帳 （n=16）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=13）

所

有

手

帳

別

55.8 

56.0 

68.8 

38.5 

7.0 

4.0 

12.5 

7.7 

20.9 

20.0 

12.5 

30.8 

2.3 

4.0 

7.7 

4.7 

8.0 

9.3 

8.0 

6.3 

15.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別および障がい部位別は、サンプル数が少ない項目が多いため、参考

程度の掲載とします。

＜将来の地域生活について＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

今

の

ま

ま

生

活

し

た

い

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

な

ど

を

利

用

し

た

い

家

族

と

一

緒

に

生

活

し

たい

一

般

の

住

宅

で

一

人

暮

ら

し

を

し

た

い

そ

の

他

無

回

答

43 55.8 7.0 20.9 2.3 4.7 9.3

１　級 12 58.3 - 25.0 - 8.3 8.3

２　級 9 55.6 11.1 11.1 - 11.1 11.1

３　級 1 100.0 - - - - -

４　級 2 - - 50.0 50.0 - -

５　級 1 100.0 - - - - -

６　級 - - - - - - -

視覚障がい 1 100.0 - - - - -

聴覚障がい 1 - - - - 100.0 -

音声・言語・そしゃく機能障がい 1 - - 100.0 - - -

肢体不自由（上肢） 3 66.7 - 33.3 - - -

肢体不自由（下肢） 4 50.0 - 25.0 25.0 - -

肢体不自由（体幹） 5 60.0 - 20.0 - 20.0 -

内部障がい（それ以外） 7 57.1 14.3 14.3 - - 14.3

無回答 3 66.7 - - - - 33.3

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（３）地域で生活するためにあればよいと思う支援

地域で生活するためにあればよいと思う支援について尋ねたところ、「経済的な負担の軽

減」（45.8％）が最も多く、以下、「必要な在宅サービスが適切に利用できること」（27.9％）、

「障がい者に適した住居の確保」（26.3％）、「相談対応等の充実」（22.7％）、「在宅で医療ケア

などが適切に受けられること」（20.2％）などとなっています。

＜地域で生活するためにあればよいと思う支援＞

問 23 地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。

（あてはまるものすべてに○）

45.8

27.9 26.3
22.7

20.2

15.1 14.3

3.7

0

10

20

30

40

50

経
済
的
な
負
担
の
軽
減

必
要
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が

適
切
に
利
用
で
き
る
こ
と

障
が
い
者
に
適
し
た
住
居

の
確
保

相
談
対
応
等
の
充
実

在
宅
で
医
療
ケ
ア
な
ど
が

適
切
に
受
け
ら
れ
る
こ
と

地
域
住
民
等
の
理
解

生
活
訓
練
等
の
充
実

そ
の
他

全体(N=657)%
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所有手帳別にみると、いずれも「経済的な負担の軽減」が最も多くなっています。また、療

育手帳所有者では「地域住民等の理解」、精神障害者保健福祉手帳所有者では「経済的な負担

の軽減」が他を上回っています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～５級で「経済的な負担の軽減」が最も多くなってい

ます。また、１～２級の重度では「生活訓練等の充実」が他を上回っています。

障がい部位別にみると、肢体不自由（体幹）では「必要な在宅サービスが適切に利用できる

こと」、「在宅で医療ケアなどが適切に受けられること」が他を上回っています。

＜地域で生活するためにあればよいと思う支援＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

在

宅

で

医

療

ケ

ア

な

ど

が

適

切

に

受

け

ら

れ

る

こ

と

障

が

い

者

に

適

し

た

住

居

の

確

保

必

要

な

在

宅

サ

ー

ビ

ス

が

適

切

に

利

用

で

き

る

こ

と

生

活

訓

練

等

の

充

実

経

済

的

な

負

担

の

軽

減

相

談

対

応

等

の

充

実

地

域

住

民

等

の

理

解

そ

の

他

657 20.2 26.3 27.9 14.3 45.8 22.7 15.1 3.7

身体障害者手帳 446 22.0 24.2 29.1 11.7 41.5 17.3 11.7 3.4

療育手帳 133 15.8 34.6 28.6 27.8 42.9 34.6 30.1 4.5

精神障害者保健福祉手帳 143 19.6 21.7 23.8 11.9 58.0 29.4 12.6 4.2

無回答 27 22.2 33.3 25.9 3.7 44.4 18.5 7.4 3.7

１　級 140 23.6 32.1 29.3 15.0 40.7 15.7 10.7 4.3

２　級 105 31.4 22.9 32.4 16.2 43.8 20.0 14.3 1.0

３　級 64 20.3 23.4 29.7 10.9 50.0 14.1 12.5 7.8

４　級 94 11.7 16.0 27.7 6.4 39.4 18.1 11.7 2.1

５　級 22 13.6 27.3 22.7 4.5 31.8 4.5 9.1 -

６　級 21 23.8 14.3 23.8 - 28.6 33.3 4.8 4.8

視覚障がい 30 26.7 43.3 46.7 23.3 46.7 43.3 23.3 3.3

聴覚障がい 28 10.7 21.4 25.0 7.1 25.0 25.0 14.3 7.1

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 22.2 33.3 22.2 22.2 11.1 - - -

肢体不自由（上肢） 50 26.0 32.0 20.0 10.0 44.0 16.0 10.0 6.0

肢体不自由（下肢） 128 20.3 24.2 34.4 11.7 43.0 18.0 11.7 3.1

肢体不自由（体幹） 30 33.3 30.0 43.3 16.7 36.7 13.3 16.7 6.7

内部障がい（それ以外） 129 21.7 19.4 24.8 9.3 46.5 11.6 7.8 1.6

無回答 42 19.0 11.9 19.0 9.5 35.7 16.7 14.3 2.4

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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（４）世帯の生計の中心者

世帯の生計の中心者について尋ねたところ、「本人」（44.9％）が最も多く、次いで「親」

（23.7％）、「配偶者」（18.1％）の順となっています。

所有手帳別にみると、療育手帳所有者では「親」が７割弱を占め突出しています。また、精

神障害者保健福祉手帳所有者は「兄弟姉妹」が他より高くなっています。

＜世帯の生計の中心者＞

問 24 あなたの世帯の生計の中心者となっている方はどなたですか。（○は１つだけ）

本人

(あなた)
配偶者 親 祖父母 子ども 兄弟姉妹 その他 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

44.9 

50.4 

18.8 

44.1 

18.1 

22.2 

2.3 

11.9 

23.7 

14.1 

66.9 

27.3 

0.3 

0.2 

1.5 

1.8 

2.2 

1.4 

3.3 

2.7 

5.3 

7.0 

2.0 

1.8 

2.8 

5.8 

6.3 

5.3 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、いずれの等級も「本人」と回答した人が最も多くなって

おり、等級が軽くなるほど割合が高い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、肢体不自由（上肢）で「親」が他を上回っています。

＜世帯の生計の中心者＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

本

人

（

あ

な

た

）

配

偶

者 親

祖

父

母

子

ど

も

兄

弟

姉

妹

そ

の

他

無

回

答

657 44.9 18.1 23.7 0.3 1.8 3.3 2.0 5.8

１　級 140 47.9 22.9 14.3 - 3.6 2.9 1.4 7.1

２　級 105 41.9 19.0 23.8 1.0 1.0 4.8 1.0 7.6

３　級 64 50.0 20.3 17.2 - 3.1 - 3.1 6.3

４　級 94 52.1 31.9 5.3 - 2.1 3.2 2.1 3.2

５　級 22 68.2 18.2 4.5 - - - 4.5 4.5

６　級 21 85.7 - 4.8 - - - - 9.5

視覚障がい 30 43.3 23.3 10.0 - 10.0 13.3 - -

聴覚障がい 28 67.9 14.3 3.6 - - 7.1 - 7.1

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 55.6 22.2 11.1 - - 11.1 - -

肢体不自由（上肢） 50 42.0 26.0 22.0 - 2.0 4.0 - 4.0

肢体不自由（下肢） 128 49.2 24.2 16.4 - 2.3 0.8 2.3 4.7

肢体不自由（体幹） 30 40.0 26.7 13.3 3.3 6.7 - - 10.0

内部障がい（それ以外） 129 56.6 22.5 9.3 - 0.8 1.6 3.9 5.4

無回答 42 45.2 11.9 23.8 - - - - 19.0

全　体

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別
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（５）生計の中心者の収入

世帯の中心者の収入について尋ねたところ、「年金、手当など」（50.5％）が最も多く、次い

で「仕事による収入」（34.6％）、「生活保護」（7.3％）などの順となっています。

所有手帳別にみると、精神障害者保健福祉手帳所有者は「生活保護」（14.7％）が他を上回

っています。

＜生計の中心者の収入＞

問 25 生計の中心者の収入は何によるものでしょうか。（○は１つだけ）

仕事による

収入

年金、手当

など

家賃など賃

貸収入
仕送り 生活保護 その他 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

34.6 

34.5 

39.8 

23.8 

50.5 

52.5 

47.4 

51.7 

0.3 

1.4 

0.3 

0.8 

0.7 

7.3 

5.6 

4.5 

14.7 

1.2 

0.9 

0.8 

1.4 

5.8 

6.5 

6.8 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、１～４級で「年金、手当など」と回答した人が最も多い

ものの、５級と６級では「仕事による収入」が最も多くなっています。

障がい部位別にみると、聴覚障害と肢体不自由（上肢）では「仕事による収入」と回答した

人が最も多く、そのほかは「年金、手当など」と回答した人が最も高くなっています。

＜生計の中心者の収入＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

仕

事

に

よ

る

収

入

年

金

、

手

当

な

ど

家

賃

な

ど

賃

貸

収

入

仕

送

り

生

活

保

護

そ

の

他

無

回

答

657 34.6 50.5 0.3 0.3 7.3 1.2 5.8

１　級 140 31.4 55.7 - - 4.3 2.1 6.4

２　級 105 29.5 55.2 - - 3.8 1.0 10.5

３　級 64 39.1 42.2 - - 12.5 - 6.3

４　級 94 34.0 58.5 - - 5.3 - 2.1

５　級 22 45.5 40.9 - - 4.5 - 9.1

６　級 21 57.1 33.3 - - 4.8 - 4.8

視覚障がい 30 36.7 53.3 - - 10.0 - -

聴覚障がい 28 60.7 35.7 - - - - 3.6

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 22.2 77.8 - - - - -

肢体不自由（上肢） 50 48.0 42.0 - - 4.0 2.0 4.0

肢体不自由（下肢） 128 39.1 50.0 - - 3.9 1.6 5.5

肢体不自由（体幹） 30 26.7 60.0 - - 3.3 - 10.0

内部障がい（それ以外） 129 26.4 59.7 - - 6.2 0.8 7.0

無回答 42 19.0 50.0 - - 14.3 - 16.7

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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３．日常生活動作について

（１）日常生活動作の状況

① 全体

日常生活動作の状況について尋ねたところ、「ひとりでできる」と回答した人が最も多い項

目は「トイレ」（83.1％）で、以下、「家の中の移動」（82.3％）、「食事」（81.4％）の順となっ

ています。

一方で、「ひとりでできる」と回答した人が最も少ない項目は「外出」（58.0％）で、次いで

「お金の管理」（60.7％）となっています。

＜日常生活動作の状況＞

問５ 日常生活で、次のことをどのようにしていますか。①から⑩のそれぞれにお答えください。

（①から⑩それぞれに○を１つ）

全体（N=657） ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

凡例

①食事

②トイレ

③入浴

④衣服の着脱

⑤身だしなみ

⑥家の中の移動

⑦外出

⑧家族以外の人との意思疎通

⑨お金の管理

⑩薬の管理

81.4

83.1

74.1

79.0

73.1

82.3

58.0

70.0

60.7

66.2

9.0

6.8

12.2

10.5

15.4

7.9

24.0

16.7

16.0

14.3

5.5 

6.1 

9.3 

6.1 

7.0 

5.3 

14.2 

7.6 

17.8 

14.8 

4.1

4.0 

4.4

4.4

4.6

4.4

3.8

5.6

5.5

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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② 食事

食事についてみると、「ひとりでできる」は 81.4％となっています。

所有手帳別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、身体障害者手帳所有者

（83.0％）が最も多く、次いで、精神障害者保健福祉手帳所有者（75.5％）、療育手帳所有者

（66.9％）の順となっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～２級の重度では「ひとりでできる」と回答した割合

が低くなっています。

障がい部位別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、音声・言語・そしゃく機能障

がいが 55.6％、肢体不自由（体幹）が 56.7％と、他を大きく下回っています。

＜食 事＞

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

81.4

83.0

66.9

75.5

9.0

7.8

18.8

10.5

5.5 

5.6 

9.8 

7.0 

4.1

3.6 

4.5

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

ひ

と

り

で

で

き

る

一

部

介

助

が

必

要

全

部

介

助

が

必

要

無

回

答

657 81.4 9.0 5.5 4.1

１級 140 70.7 13.6 14.3 1.4

２級 105 78.1 8.6 4.8 8.6

３級 64 90.6 4.7 - 4.7

４級 94 94.7 3.2 - 2.1

５級 22 95.5 4.5 - -

６級 21 100.0 - - -

視覚障がい 30 86.7 10.0 3.3 -

聴覚障がい 28 92.9 - - 7.1

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 55.6 11.1 33.3 -

肢体不自由（上肢） 50 74.0 10.0 8.0 8.0

肢体不自由（下肢） 128 85.2 9.4 3.1 2.3

肢体不自由（体幹） 30 56.7 20.0 23.3 -

内部障がい（１～６以外） 129 89.1 6.2 3.1 1.6

無回答 42 83.3 - 4.8 11.9

全体

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

障

が

い

部

位

別

身体障害者手帳
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③ トイレ

トイレについてみると、「ひとりでできる」は 83.1％となっています。

所有手帳別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、精神障害者保健福祉手帳所有者

（83.9％）が最も多く、次いで、身体障害者手帳所有者（83.4％）、療育手帳所有者

（68.4％）の順となっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～２級の重度では「ひとりでできる」と回答した割合

が低く、５～６級では「ひとりでできる」と回答した割合が高い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、音声・言語・そしゃく機能障

がいが 55.6％、肢体不自由（体幹）が 56.7％と、他を大きく下回っています。

＜トイレ＞

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

83.1 

83.4 

68.4 

83.9 

6.8 

5.4 

17.3 

3.5 

6.1 

7.4 

11.3 

5.6 

4.0 

3.8 

3.0 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

ひ

と

り

で

で

き

る

一

部

介

助

が

必

要

全

部

介

助

が

必

要

無

回

答

657 83.1 6.8 6.1 4.0

１級 140 72.9 7.9 17.9 1.4

２級 105 78.1 7.6 4.8 9.5

３級 64 89.1 3.1 3.1 4.7

４級 94 94.7 2.1 1.1 2.1

５級 22 95.5 4.5 - -

６級 21 100.0 - - -

視覚障がい 30 93.3 3.3 3.3 -

聴覚障がい 28 92.9 - - 7.1

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 55.6 11.1 33.3 -

肢体不自由（上肢） 50 70.0 4.0 16.0 10.0

肢体不自由（下肢） 128 82.8 8.6 6.3 2.3

肢体不自由（体幹） 30 56.7 16.7 26.7 -

内部障がい（１～６以外） 129 92.2 3.1 3.1 1.6

無回答 42 85.7 - 2.4 11.9

全体

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

障

が

い

部

位

別

身体障害者手帳
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④ 入浴

入浴についてみると、「ひとりでできる」は 74.1％となっています。

所有手帳別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、精神障害者保健福祉手帳所有者

（76.2％）が最も多く、次いで、身体障害者手帳所有者（74.9％）、療育手帳所有者

（57.9％）の順となっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～２級の重度では「ひとりでできる」と回答した割合

が低く、５～６級では「ひとりでできる」と回答した割合が高い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、肢体不自由（体幹）で「ひとりでできる」と回答した人の割合が

40.0％と、他を大きく下回っています。

＜入 浴＞

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

74.1

74.9

57.9

76.2

12.2

9.6

22.6

10.5

9.3 

11.4 

15.8 

5.6 

4.4 

4.0 

3.8

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

ひ

と

り

で

で

き

る

一

部

介

助

が

必

要

全

部

介

助

が

必

要

無

回

答

657 74.1 12.2 9.3 4.4

１級 140 62.9 10.0 25.0 2.1

２級 105 64.8 16.2 10.5 8.6

３級 64 79.7 9.4 4.7 6.3

４級 94 90.4 5.3 2.1 2.1

５級 22 95.5 4.5 - -

６級 21 100.0 - - -

視覚障がい 30 83.3 13.3 3.3 -

聴覚障がい 28 82.1 7.1 3.6 7.1

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 55.6 - 44.4 -

肢体不自由（上肢） 50 56.0 16.0 20.0 8.0

肢体不自由（下肢） 128 75.8 12.5 9.4 2.3

肢体不自由（体幹） 30 40.0 10.0 46.7 3.3

内部障がい（１～６以外） 129 84.5 7.0 6.2 2.3

無回答 42 83.3 2.4 2.4 11.9

全体

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

障

が

い

部

位

別

身体障害者手帳
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⑤ 衣服の着脱

衣服の着脱についてみると、「ひとりでできる」は 79.0％となっています。

所有手帳別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、精神障害者保健福祉手帳所有者

（80.4％）が最も多く、次いで、身体障害者手帳所有者（77.6％）、療育手帳所有者

（70.7％）の順となっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～２級の重度では「ひとりでできる」と回答した割合

が低く、５～６級では「ひとりでできる」と回答した割合が高い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、肢体不自由（体幹）で「ひとりでできる」と回答した人の割合が

36.7％と、他を大きく下回っています。

＜衣服の着脱＞

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

79.0 

77.6 

70.7 

80.4 

10.5 

10.3 

16.5 

6.3 

6.1 

7.6 

9.8 

5.6 

4.4 

4.5 

3.0 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

ひ

と

り

で

で

き

る

一

部

介

助

が

必

要

全

部

介

助

が

必

要

無

回

答

657 79.0 10.5 6.1 4.4

１級 140 65.0 13.6 19.3 2.1

２級 105 69.5 17.1 3.8 9.5

３級 64 81.3 10.9 1.6 6.3

４級 94 93.6 1.1 2.1 3.2

５級 22 95.5 4.5 - -

６級 21 100.0 - - -

視覚障がい 30 93.3 3.3 3.3 -

聴覚障がい 28 85.7 7.1 - 7.1

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 55.6 22.2 22.2 -

肢体不自由（上肢） 50 58.0 18.0 16.0 8.0

肢体不自由（下肢） 128 80.5 10.9 5.5 3.1

肢体不自由（体幹） 30 36.7 23.3 36.7 3.3

内部障がい（１～６以外） 129 87.6 7.0 3.1 2.3

無回答 42 78.6 4.8 2.4 14.3

全体

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

障

が

い

部

位

別

身体障害者手帳
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⑥ 身だしなみ

身だしなみについてみると、「ひとりでできる」は 73.1％となっています。

所有手帳別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、身体障害者手帳所有者

（76.7％）が最も多く、次いで精神障害者保健福祉手帳所有者（72.7％）、療育手帳所有者

（44.4％）の順となっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～２級の重度では「ひとりでできる」と回答した割合

が低く、５～６級では「ひとりでできる」と回答した割合が高い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、肢体不自由（体幹）が 40.0％、

音声・言語・そしゃく機能障がいが 44.4％と、他を大きく下回っています。

＜身だしなみ＞

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

73.1

76.7

44.4

72.7

15.4

11.7

36.1

14.7

7.0 

7.4 

15.0 

5.6 

4.6 

4.3 

4.5

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

ひ

と

り

で

で

き

る

一

部

介

助

が

必

要

全

部

介

助

が

必

要

無

回

答

657 73.1 15.4 7.0 4.6

１級 140 62.9 15.7 18.6 2.9

２級 105 66.7 21.9 2.9 8.6

３級 64 85.9 4.7 3.1 6.3

４級 94 91.5 4.3 2.1 2.1

５級 22 100.0 - - -

６級 21 100.0 - - -

視覚障がい 30 76.7 20.0 3.3 -

聴覚障がい 28 85.7 3.6 - 10.7

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 44.4 33.3 22.2 -

肢体不自由（上肢） 50 62.0 16.0 14.0 8.0

肢体不自由（下肢） 128 81.3 9.4 6.3 3.1

肢体不自由（体幹） 30 40.0 26.7 30.0 3.3

内部障がい（１～６以外） 129 86.8 7.8 3.9 1.6

無回答 42 76.2 9.5 2.4 11.9

全体

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

障

が

い

部

位

別

身体障害者手帳
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⑦ 家の中の移動

家の中の移動についてみると、「ひとりでできる」は 82.3％となっています。

所有手帳別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、精神障害者保健福祉手帳所有者

（81.1％）が最も多く、次いで、身体障害者手帳所有者（80.5％）、療育手帳所有者

（75.2％）の順となっており、この項目については所有手帳別による差がほとんどみられませ

ん。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～２級の重度では「ひとりでできる」と回答した割合

が低く、４～６級では「ひとりでできる」と回答した割合が高い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、音声・言語・そしゃく機能障

がいが 44.4％、肢体不自由（体幹）が 46.7％と、他を大きく下回っています。

＜家の中の移動＞

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

82.3 

80.5 

75.2 

81.1 

7.9 

9.2 

12.0 

5.6 

5.3 

6.1 

8.3 

5.6 

4.4 

4.3 

4.5 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

ひ

と

り

で

で

き

る

一

部

介

助

が

必

要

全

部

介

助

が

必

要

無

回

答

657 82.3 7.9 5.3 4.4

１級 140 68.6 13.6 15.0 2.9

２級 105 75.2 11.4 4.8 8.6

３級 64 84.4 9.4 - 6.3

４級 94 94.7 2.1 1.1 2.1

５級 22 90.9 9.1 - -

６級 21 100.0 - - -

視覚障がい 30 93.3 - 3.3 3.3

聴覚障がい 28 89.3 3.6 - 7.1

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 44.4 11.1 44.4 -

肢体不自由（上肢） 50 70.0 14.0 8.0 8.0

肢体不自由（下肢） 128 79.7 13.3 3.9 3.1

肢体不自由（体幹） 30 46.7 23.3 26.7 3.3

内部障がい（１～６以外） 129 89.9 5.4 3.1 1.6

無回答 42 83.3 2.4 2.4 11.9

全体

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

障

が

い

部

位

別

身体障害者手帳
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⑧ 外出

外出についてみると、「ひとりでできる」は 58.0％となっています。

所有手帳別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、身体障害者手帳所有者

（60.8％）が最も多く、次いで、精神障害者保健福祉手帳所有者（58.0％）、療育手帳所有者

（42.1％）の順となっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～３級では４～６級と比較して「ひとりでできる」と

回答した割合が低く、『介助が必要』（「一部介助が必要」＋「全部介助が必要」）と回答した割

合が高くなっています。

障がい部位別にみると、視覚障がいで「ひとりでできる」と回答した人の割合が 13.3％と、

他を大きく下回っています。

＜外 出＞

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

58.0 

60.8 

42.1 

58.0 

24.0 

22.0 

26.3 

25.2 

14.2 

13.9 

27.8 

9.1 

3.8 

3.4 

3.8 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

ひ

と

り

で

で

き

る

一

部

介

助

が

必

要

全

部

介

助

が

必

要

無

回

答

657 58.0 24.0 14.2 3.8

１級 140 47.9 22.1 28.6 1.4

２級 105 49.5 29.5 12.4 8.6

３級 64 65.6 23.4 6.3 4.7

４級 94 78.7 16.0 4.3 1.1

５級 22 77.3 22.7 - -

６級 21 90.5 4.8 4.8 -

視覚障がい 30 13.3 66.7 20.0 -

聴覚障がい 28 78.6 14.3 3.6 3.6

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 33.3 22.2 44.4 -

肢体不自由（上肢） 50 56.0 16.0 20.0 8.0

肢体不自由（下肢） 128 60.2 27.3 10.2 2.3

肢体不自由（体幹） 30 33.3 6.7 60.0 -

内部障がい（１～６以外） 129 75.2 16.3 7.0 1.6

無回答 42 71.4 14.3 2.4 11.9

全体

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

障

が

い

部

位

別

身体障害者手帳
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⑨ 家族以外の人との意思疎通

家族以外の人との意思疎通についてみると、「ひとりでできる」は 70.0％となっています。

所有手帳別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、身体障害者手帳所有者

（77.8％）が最も多く、次いで、精神障害者保健福祉手帳所有者（61.5％）、療育手帳所有者

（42.0％）の順となっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～２級の重度では「ひとりでできる」と回答した割合

が低く、『介助が必要』（「一部介助が必要」＋「全部介助が必要」）と回答した割合が高くなっ

ています。

障がい部位別にみると、音声・言語・そしゃく機能障がいで「ひとりでできる」と回答した

人の割合が 33.3％と、他を大きく下回っています。

＜家族以外の人との意思疎通＞

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

70.0 

77.8 

42.9 

61.5 

16.7 

10.3 

30.8 

23.1 

7.6 

7.0 

20.3 

5.6 

5.6 

4.9 

6.0 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

ひ

と

り

で

で

き

る

一

部

介

助

が

必

要

全

部

介

助

が

必

要

無

回

答

657 70.0 16.7 7.6 5.6

１級 140 70.0 11.4 15.0 3.6

２級 105 65.7 21.0 3.8 9.5

３級 64 82.8 6.3 4.7 6.3

４級 94 91.5 3.2 2.1 3.2

５級 22 100.0 - - -

６級 21 90.5 4.8 4.8 -

視覚障がい 30 83.3 13.3 3.3 -

聴覚障がい 28 64.3 17.9 3.6 14.3

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 33.3 55.6 11.1 -

肢体不自由（上肢） 50 68.0 12.0 10.0 10.0

肢体不自由（下肢） 128 82.8 8.6 4.7 3.9

肢体不自由（体幹） 30 53.3 13.3 33.3 -

内部障がい（１～６以外） 129 87.6 7.0 3.9 1.6

無回答 42 76.2 4.8 4.8 14.3

全体

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

障

が

い

部

位

別

身体障害者手帳
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⑩ お金の管理

お金の管理についてみると、「ひとりでできる」は 60.7％となっています。

所有手帳別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、身体障害者手帳所有者

（69.3％）が最も多く、次いで、精神障害者保健福祉手帳所有者（54.5％）、療育手帳所有者

（24.1％）の順となっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～２級では３～６級と比較して「ひとりでできる」と

回答した割合が低く、『介助が必要』（「一部介助が必要」＋「全部介助が必要」）と回答した割

合が高い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、音声・言語・そしゃく機能障がいで「ひとりでできる」と回答した

人の割合が 33.3％と、他を大きく下回っています。

＜お金の管理＞

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

60.7 

69.3 

24.1 

54.5 

16.0 

11.7 

27.1 

19.6 

17.8 

13.9 

44.4 

16.1 

5.5 

5.2 

4.5 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

ひ

と

り

で

で

き

る

一

部

介

助

が

必

要

全

部

介

助

が

必

要

無

回

答

657 60.7 16.0 17.8 5.5

１級 140 53.6 17.9 25.7 2.9

２級 105 57.1 19.0 15.2 8.6

３級 64 79.7 6.3 6.3 7.8

４級 94 87.2 3.2 5.3 4.3

５級 22 95.5 - - 4.5

６級 21 95.2 - 4.8 -

視覚障がい 30 43.3 40.0 16.7 -

聴覚障がい 28 71.4 10.7 7.1 10.7

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 33.3 22.2 33.3 11.1

肢体不自由（上肢） 50 64.0 8.0 18.0 10.0

肢体不自由（下肢） 128 78.9 10.9 7.0 3.1

肢体不自由（体幹） 30 40.0 3.3 56.7 -

内部障がい（１～６以外） 129 75.2 10.9 10.9 3.1

無回答 42 73.8 4.8 7.1 14.3

全体

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

障

が

い

部

位

別

身体障害者手帳
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⑪ 薬の管理

薬の管理についてみると、「ひとりでできる」は 66.2％となっています。

所有手帳別にみると、「ひとりでできる」と回答した人は、身体障害者手帳所有者

（72.9％）が最も多く、次いで、精神障害者保健福祉手帳所有者（62.2％）、療育手帳所有者

（33.1％）の順となっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～２級の重度では「ひとりでできる」と回答した割合

が低く、『介助が必要』（「一部介助が必要」＋「全部介助が必要」）と回答した割合が高くなっ

ています。

障がい部位別にみると、肢体不自由（体幹）で「ひとりでできる」と回答した人の割合が

40.0％と、他を大きく下回っています。

＜薬の管理＞

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

66.2 

72.9 

33.1 

62.2 

14.3 

11.2 

23.3 

18.2 

14.8 

11.9 

39.8 

11.2 

4.7 

4.0 

3.8 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単位：％

サ

ン

プ

ル

数

ひ

と

り

で

で

き

る

一

部

介

助

が

必

要

全

部

介

助

が

必

要

無

回

答

657 66.2 14.3 14.8 4.7

１級 140 57.9 17.9 22.9 1.4

２級 105 62.9 15.2 13.3 8.6

３級 64 81.3 4.7 6.3 7.8

４級 94 89.4 5.3 3.2 2.1

５級 22 95.5 4.5 - -

６級 21 100.0 - - -

視覚障がい 30 53.3 36.7 10.0 -

聴覚障がい 28 82.1 10.7 - 7.1

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 44.4 22.2 33.3 -

肢体不自由（上肢） 50 64.0 10.0 18.0 8.0

肢体不自由（下肢） 128 79.7 8.6 7.8 3.9

肢体不自由（体幹） 30 40.0 6.7 53.3 -

内部障がい（１～６以外） 129 79.8 10.9 7.8 1.6

無回答 42 78.6 4.8 4.8 11.9

全体

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

障

が

い

部

位

別

身体障害者手帳
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４．介助者について

（１）主な介助者

主な介助者について尋ねたところ、「父母・祖父母・兄弟）」（44.0％）が最も多く、次いで

「ホームヘルパーや施設の職員」（29.4％）、「配偶者（夫または妻）」（27.9％）、「子ども」

（14.2％）、「その他の人（ボランティア等）」（3.7％）の順となっています。

＜主な介助者＞

【問５で１つでも「一部介助が必要」または「全部介助が必要」と答えた方におたずねします。】

問６ あなたを介助してくれる方は主に誰ですか。（あてはまるものすべてに○）

44.0

29.4 27.9

14.2

3.7

0

10

20

30

40

50

父
母
・
祖
父
母
・

兄
弟

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や

施
設
の
職
員

配
偶
者

（
夫
ま
た
は
妻
）

子
ど
も そ

の
他
の
人

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

全体(N=323)
%
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所有手帳別にみると、身体障害者手帳所有者では「配偶者（夫または妻）」が最も多く、療

育手帳所有者及び精神障害者保健福祉手帳所有者は「父母・祖父母・兄弟」が最も多くなって

います。療育手帳所有者については「父母・祖父母・兄弟」が７割以上を占め、他を上回って

います。

身体障害者手帳の等級別にみると、３～４級と６級では「配偶者（夫または妻）」が最も多

くなっています。

障がい部位別にみると、視覚障がい、肢体不自由（体幹）で「ホームヘルパーや施設の職

員」が他を上回っています。

＜主な介助者＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

父

母

・

祖

父

母

・

兄

弟

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

や

施

設

の

職

員

配

偶

者

（

夫

ま

た

は

妻

）

子

ど

も

そ

の

他

の

人

（

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

等

）

323 44.0 29.4 27.9 14.2 3.7

身体障害者手帳 193 30.6 30.6 37.8 19.7 3.1

療育手帳 101 74.3 38.6 2.0 - 2.0

精神障害者保健福祉手帳 75 38.7 26.7 26.7 17.3 6.7

無回答 12 25.0 8.3 58.3 8.3 -

１　級 81 33.3 40.7 32.1 17.3 2.5

２　級 59 35.6 33.9 28.8 22.0 3.4

３　級 23 21.7 - 65.2 30.4 -

４　級 21 19.0 19.0 52.4 14.3 4.8

５　級 6 33.3 33.3 33.3 16.7 -

６　級 3 - - 66.7 - 33.3

視覚障がい 27 40.7 37.0 25.9 22.2 -

聴覚障がい 10 30.0 30.0 40.0 20.0 20.0

音声・言語・そしゃく機能障がい 7 42.9 28.6 28.6 14.3 14.3

肢体不自由（上肢） 22 40.9 36.4 36.4 13.6 -

肢体不自由（下肢） 51 31.4 31.4 35.3 19.6 -

肢体不自由（体幹） 23 21.7 47.8 47.8 21.7 4.3

内部障がい（それ以外） 42 23.8 14.3 47.6 16.7 4.8

無回答 11 18.2 27.3 27.3 36.4 -

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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（２）中心となって介助してくれる家族の年齢

① 中心となって介助してくれる家族の年齢

中心となって介助してくれる家族の年齢について尋ねたところ、「18～64 歳」（50.0％）が

最も多く、次いで「65 歳以上」（46.2％）と続き、平均は 60.4 歳となっています。

所有手帳別にみると、療育手帳所有者、精神障害者保健福祉手帳所有者は「18～64 歳」

（57.1％：56.1％）が最も多く、身体障碍者手帳所有者は「65 歳以上」（52.3％）が最も多く

なっています。所有手帳別による家族介助者の平均年齢に大きな差はみられませんでした。

＜中心となって介助してくれる家族の年齢＞

【問６で「１．」から「３．」と答えた方におたずねします。】

問７ あなたを介助してくれる家族で、特に中心となっている方の年齢、性別、健康状態をお答

えください。

18歳未満 18～64歳 65歳以上 無回答

凡例
平均

(歳)

全　　体 （N=260） 60.4

身体障碍者手帳 （n=155） 61.6

療育手帳 （n=77） 59.0

精神障害者

保健福祉手帳
（n=57） 59.6

所

有

手

帳

別

0.4

1.8

50.0

43.2

57.1

56.1

46.2 

52.3 

40.3 

36.8 

3.5

4.5 

2.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、１級以外の等級で「65 歳以上」が最も多くなっていま

す。また、家族介護者の平均年齢は５級が『53.8』と最も低く、６級が『72.0』と最も高くな

っています。

障がい部位別にみると、肢体不自由（体感）、内部障がい（それ以外）では「65 歳以上」が

多くなっています。

＜中心となって介助してくれる家族の年齢＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

1

8

歳

未

満

1

8

～

6

4

歳

6

5

歳

以

上

無

回

答

平

均

（

歳

）

260 0.4 50.0 46.2 3.5 60.4

１　級 61 - 54.1 41.0 4.9 59.7

２　級 45 - 37.8 60.0 2.2 63.2

３　級 23 - 43.5 56.5 - 60.0

４　級 19 - 26.3 63.2 10.5 66.1

５　級 5 - 40.0 40.0 20.0 53.8

６　級 2 - - 100.0 - 72.0

視覚障がい 21 - 52.4 42.9 4.8 59.9

聴覚障がい 8 - 37.5 62.5 - 64.3

音声・言語・そしゃく機能障がい 6 - 33.3 66.7 - 62.7

肢体不自由（上肢） 18 - 66.7 33.3 - 55.5

肢体不自由（下肢） 42 - 50.0 42.9 7.1 58.5

肢体不自由（体幹） 18 - 27.8 66.7 5.6 66.5

内部障がい（それ以外） 35 - 28.6 68.6 2.9 66.7

無回答 7 - 42.9 42.9 14.3 54.5

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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②中心となって介助してくれる家族の性別

中心となって介助してくれる家族の性別について尋ねたところ、「女性」（67.7％）が「男

性」（27.7％）を大きく上回っています。

所有手帳別にみると、療育手帳所有者では「女性」（80.5％）が８割を占め、高い割合とな

っています。

＜中心となって介助してくれる家族の性別＞

男性 女性 その他 無回答

凡例

全　　体 （N=260）

身体障碍者手帳 （n=155）

療育手帳 （n=77）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=57）

所

有

手

帳

別

27.7

29.7

15.6

29.8

67.7

64.5

80.5

63.2

0.4 

0.6 

4.2

5.2 

3.9

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、３級では女性の割合が９割と最も高くなっています。

障がい部位別にみると、視覚障がいでは、男性の割合が高くなっています。

＜中心となって介助してくれる家族の性別＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

男

性

女

性

そ

の

他

無

回

答

260 27.7 67.7 0.4 4.2

１　級 61 36.1 57.4 1.6 4.9

２　級 45 28.9 66.7 - 4.4

３　級 23 8.7 91.3 - -

４　級 19 31.6 57.9 - 10.5

５　級 5 60.0 20.0 - 20.0

６　級 2 - 100.0 - -

視覚障がい 21 52.4 38.1 4.8 4.8

聴覚障がい 8 50.0 50.0 - -

音声・言語・そしゃく機能障がい 6 16.7 83.3 - -

肢体不自由（上肢） 18 22.2 77.8 - -

肢体不自由（下肢） 42 21.4 71.4 - 7.1

肢体不自由（体幹） 18 38.9 55.6 - 5.6

内部障がい（それ以外） 35 22.9 74.3 - 2.9

無回答 7 28.6 42.9 - 28.6

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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③中心となって介助してくれる家族の健康状態

中心となって介助してくれる家族の健康状態について尋ねたところ、「ふつう」（61.5％）が

半数以上を占めています。また、「よい」（20.4％）が「よくない」（13.8％）を上回っていま

す。

所有手帳別にみると、いずれも「よい」が「よくない」を上回っているが、精神障害者保健

福祉手帳所有者については「よい」と「よくない」に大きな差はありません。

＜中心となって介助してくれる家族の健康状態＞

よい ふつう よくない 無回答

凡例

全　　体 （N=260）

身体障碍者手帳 （n=155）

療育手帳 （n=77）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=57）

所

有

手

帳

別

20.4

23.2

15.6

21.1

61.5

57.4

71.4

54.4

13.8 

13.5 

10.4 

19.3 

4.2 

5.8 

2.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、５級以外は「ふつう」がいずれも高い割合となっていま

す。また、２級は全体傾向と異なり「よくない」が「よい」の割合を上回っています。

障がい部位別にみると、肢体不自由（体幹）、内部障がい（それ以外）などでは「よくな

い」が「よい」を上回っています。

＜中心となって介助してくれる家族の健康状態＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

よ

い

ふ

つ

う

よ

く

な

い

無

回

答

260 20.4 61.5 13.8 4.2

１　級 61 24.6 55.7 14.8 4.9

２　級 45 13.3 68.9 15.6 2.2

３　級 23 30.4 52.2 13.0 4.3

４　級 19 26.3 52.6 10.5 10.5

５　級 5 60.0 - - 40.0

６　級 2 - 100.0 - -

視覚障がい 21 23.8 66.7 4.8 4.8

聴覚障がい 8 37.5 62.5 - -

音声・言語・そしゃく機能障がい 6 16.7 66.7 16.7 -

肢体不自由（上肢） 18 16.7 77.8 5.6 -

肢体不自由（下肢） 42 23.8 54.8 9.5 11.9

肢体不自由（体幹） 18 16.7 50.0 27.8 5.6

内部障がい（それ以外） 35 22.9 48.6 25.7 2.9

無回答 7 42.9 42.9 - 14.3

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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５．日中活動や就労について

（１）外出の頻度

外出の頻度について尋ねたところ、「１週間に数回外出する」（39.4％）が最も多く、次いで

「毎日外出する」（36.2％）、「めったに外出しない」（15.7％）、「まったく外出しない」

（4.1％）の順となっており、７割半ば（75.6％）が、定期的に『外出する（「毎日外出する」

＋「１週間に数回外出する」）』と回答しています。

所有手帳別にみると、『外出する』は身体障害者手帳所有者で 76.5％、療育手帳所有者で

77.4％、精神障害者保健福祉手帳所有者で 68.6％と大きな差は見られないものの、「毎日外出

する」は療育手帳所有者で 49.6％と最も高い割合となっています。

＜外出の頻度＞

問 26 あなたは、１週間にどの程度外出しますか。（○は１つだけ）

毎日外出する
１週間に数回

外出する

めったに

外出しない

まったく

外出しない
無回答

凡例

全　　体 （N=657） 75.6

身体障碍者手帳 （n=446） 76.5

療育手帳 （n=133） 77.4

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143） 68.6

所

有

手

帳

別

『

外

出

す

る

』

36.2

34.8

49.6

26.6

39.4

41.7

27.8

42.0

15.7 

14.6 

12.8 

18.2 

4.1

4.3

3.8

7.0

4.6

4.7

6.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、等級が軽度になるほど『外出する』の割合が高い傾向が

みられ、１級（72.8％）と５級（90.9％）では 18.1 ポイントの差がみられます。

障がい部位別にみると『外出する』は聴覚障がい、肢体不自由（上肢）、肢体不自由（下

肢）、内部障がい（それ以外）で８割を超え、音声・言語・そしゃく機能障がいが 4 割台で最

も低くなっています。

＜外出の頻度＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

毎

日

外

出

す

る

１

週

間

に

数

回

外

出

す

る

め

っ

た

に

外

出

し

な

い

ま

っ

た

く

外

出

し

な

い

無

回

答

『

外

出

す

る

』

657 36.2 39.4 15.7 4.1 4.6 75.6

１　級 140 27.1 45.7 12.1 9.3 5.7 72.8

２　級 105 25.7 38.1 24.8 2.9 8.6 63.8

３　級 64 45.3 34.4 15.6 1.6 3.1 79.7

４　級 94 37.2 51.1 8.5 1.1 2.1 88.3

５　級 22 54.5 36.4 4.5 4.5 - 90.9

６　級 21 66.7 19.0 14.3 - - 85.7

視覚障がい 30 13.3 53.3 26.7 6.7 - 66.6

聴覚障がい 28 50.0 35.7 7.1 - 7.1 85.7

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 33.3 11.1 33.3 22.2 - 44.4

肢体不自由（上肢） 50 48.0 32.0 10.0 8.0 2.0 80.0

肢体不自由（下肢） 128 35.9 44.5 14.1 2.3 3.1 80.4

肢体不自由（体幹） 30 26.7 30.0 26.7 10.0 6.7 56.7

内部障がい（それ以外） 129 31.8 49.6 12.4 3.1 3.1 81.4

無回答 42 35.7 31.0 11.9 2.4 19.0 66.7

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（２）外出時の主な同伴者

外出時の主な同伴者について尋ねたところ、「一人で外出する」（44.2％）が半数弱を占め最

も多く、次いで「配偶者（夫または妻）」（19.2％）、「父母・祖父母・兄弟」（17.8％）となっ

ています。

所有手帳別にみると、身体障害者手帳所有者および精神障害者保健福祉手帳所有者は「一人

で外出する」（45.6％：48.4％）が、療育手帳所有者は「父母・祖父母・兄弟」（45.0％）が最

も多くなっています。

＜外出時の主な同伴者＞

【問 26 で「１．」から「３．」と答えた方におたずねします。】

問 27 あなたが外出する際の主な同伴者は誰ですか。（○は１つだけ）

父母・

祖父母・兄弟

配偶者

(夫または妻)
子ども

ヘルパーや

施設の職員

その他の人

(ボランティア

等)

一人で

外出する
無回答

凡例

全　　体 （N=600）

身体障碍者手帳 （n=406）

療育手帳 （n=120）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=124）

所

有

手

帳

別

17.8 

12.8 

45.0 

18.5 

19.2 

23.2 

1.7 

14.5 

4.3 

5.2 

4.0 

8.3 

7.4 

19.2 

7.3 

1.5 

1.2 

0.8 

2.4 

44.2 

45.6 

27.5 

48.4 

4.7 

4.7 

5.8 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳所有者の等級別にみると、等級が軽度になるほど「一人で外出する」の割合

が高くなっています。

障がい部位別にみると、聴覚障がい、では、「一人で外出する」が６割を超え、65.4％とな

っています。また、視覚障がい、音声・言語・そしゃく機能障がい、肢体不自由（体幹）は

「ヘルパーや施設の職員」が他を大きく上回っています。

＜外出時の主な同伴者＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

父

母

・

祖

父

母

・

兄

弟

配

偶

者

（

夫

ま

た

は

妻

）

子

ど

も

ヘ

ル

パ

ー

や

施

設

の

職

員

そ

の

他

の

人

(

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

等

)

一

人

で

外

出

す

る

無

回

答

600 17.8 19.2 4.3 8.3 1.5 44.2 4.7

１　級 119 13.4 21.8 5.9 14.3 1.7 33.6 9.2

２　級 93 22.6 17.2 8.6 9.7 1.1 37.6 3.2

３　級 61 9.8 24.6 3.3 3.3 1.6 50.8 6.6

４　級 91 7.7 28.6 4.4 2.2 1.1 54.9 1.1

５　級 21 9.5 33.3 - - - 57.1 -

６　級 21 - 19.0 - - - 81.0 -

視覚障がい 28 21.4 17.9 17.9 28.6 3.6 10.7 -

聴覚障がい 26 7.7 23.1 - 3.8 - 65.4 -

音声・言語・そしゃく機能障がい 7 14.3 - 14.3 28.6 - 42.9 -

肢体不自由（上肢） 45 15.6 17.8 8.9 6.7 - 46.7 4.4

肢体不自由（下肢） 121 14.9 22.3 4.1 4.1 1.7 49.6 3.3

肢体不自由（体幹） 25 20.0 20.0 4.0 20.0 4.0 28.0 4.0

内部障がい（それ以外） 121 6.6 31.4 1.7 4.1 0.8 46.3 9.1

無回答 33 15.2 15.2 9.1 3.0 - 54.5 3.0

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（３）外出の目的

外出の目的について尋ねたところ、「買い物に行く」（66.2％）と「医療機関への受診」

（53.0％）の２項目が突出して多くなっています。

＜外出の目的＞

【問 26 で「１．」から「３．」と答えた方におたずねします。】

問 28 あなたは、どのような目的で外出することが多いですか。（あてはまるものすべてに○）

66.2

53.0

35.7

21.8

14.5 12.8 11.5

4.0 4.2
9.8
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40
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80
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友
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や
ス
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ー
ツ
を
す
る

グ
ル
ー
プ
活
動
に
参
加
す
る

そ
の
他

無
回
答

全体(N=600)%
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所有手帳別にみると、いずれも全体の上位２項目の割合が高くなっています。療育手帳所有

者では「通勤・通学・通所」（59.2％）が他を大きく上回っています。

身体障害者手帳所有者の等級別にみると、１～５級で全体の上位２項目の割合が高くなって

います。また、等級が重度になるほど「訓練やリハビリに行く」の割合が高くなっています。

障がい部位別にみると、聴覚障害を除き上位２項目の割合が高くなっています。

＜外出の目的＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

通

勤

・

通

学

・

通

所

訓

練

や

リ

ハ

ビ

リ

に

行

く

医

療

機

関

へ

の

受

診

買

い

物

に

行

く

友

人

・

知

人

に

会

う

趣

味

や

ス

ポ

ー

ツ

を

す

る

グ

ル

ー

プ

活

動

に

参

加

する

散

歩

に

行

く

そ

の

他

600 35.7 12.8 53.0 66.2 14.5 11.5 4.0 21.8 4.2

身体障害者手帳 406 30.8 15.8 56.4 68.0 16.3 14.0 3.2 21.4 3.0

療育手帳 120 59.2 12.5 40.0 60.0 6.7 6.7 5.0 28.3 5.8

精神障害者保健福祉手帳 124 29.8 9.7 55.6 61.3 12.9 5.6 7.3 16.1 5.6

無回答 23 30.4 8.7 39.1 56.5 21.7 - - 30.4 8.7

１　級 119 26.1 21.0 62.2 61.3 12.6 15.1 6.7 21.8 4.2

２　級 93 29.0 14.0 60.2 63.4 17.2 7.5 1.1 18.3 3.2

３　級 61 32.8 19.7 52.5 63.9 18.0 9.8 1.6 24.6 1.6

４　級 91 26.4 11.0 58.2 78.0 18.7 20.9 2.2 20.9 2.2

５　級 21 47.6 4.8 33.3 85.7 9.5 23.8 4.8 19.0 4.8

６　級 21 61.9 14.3 33.3 76.2 23.8 9.5 - 28.6 -

視覚障がい 28 21.4 7.1 78.6 78.6 17.9 14.3 14.3 25.0 3.6

聴覚障がい 26 65.4 - 38.5 69.2 30.8 11.5 - 23.1 -

音声・言語・そしゃく機能障がい 7 14.3 28.6 57.1 42.9 - - - 42.9 -

肢体不自由（上肢） 45 44.4 15.6 44.4 66.7 11.1 13.3 - 17.8 -

肢体不自由（下肢） 121 32.2 27.3 57.9 71.9 18.2 15.7 4.1 20.7 3.3

肢体不自由（体幹） 25 20.0 40.0 68.0 44.0 4.0 12.0 4.0 28.0 4.0

内部障がい（それ以外） 121 23.1 5.8 60.3 69.4 16.5 14.9 1.7 15.7 3.3

無回答 33 27.3 9.1 39.4 63.6 15.2 12.1 3.0 36.4 6.1

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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（４）外出時に利用する交通機関

外出の際に利用する交通機関について尋ねたところ、「自家用車」（58.8％）が突出して多く、

次いで「自転車・徒歩」（27.2％）となっています。その他の交通機関はいずれも２割前後と

なっています。

＜外出時に利用する交通機関＞

【問 26 で「１．」から「３．」と答えた方におたずねします。】

問 29 あなたは、外出する際にどのような交通機関を利用されますか。（あてはまるものすべてに

○）

58.8

27.2
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7.7
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所有手帳別にみると、いずれも「自家用車」が最も多くなっています。また、療育手帳所有

者は「送迎車・送迎バス」、精神障害者保健福祉手帳所有者では「ＪＲ」、「バス」が他を上回

っています。

身体障害者手帳の等級別にみると、いずれも「自家用車」が最も多くなっています。また、

１～３級では「タクシー」が高い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、音声・言語・そしゃく機能障がい以外では「自家用車」が最も多く、

特に、肢体不自由（上肢）肢体不自由（下肢）では７割を超え高い割合となっています。また、

視覚障がいでは「タクシー」、「バス」が、音声・言語・そしゃく機能障がいでは「タクシー」、

「送迎車・送迎バス」が、他を大きく上回っています。

＜外出時に利用する交通機関＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

送

迎

車

・

送

迎

バ

ス

自

家

用

車

タ

ク

シ

ー

Ｊ

Ｒ

バ

ス

自

転

車

・

徒

歩

そ

の

他

600 18.7 58.8 20.0 16.7 15.7 27.2 7.7

身体障害者手帳 406 16.5 64.5 21.7 14.3 14.3 21.2 6.4

療育手帳 120 39.2 46.7 14.2 16.7 15.0 39.2 6.7

精神障害者保健福祉手帳 124 14.5 42.7 19.4 24.2 22.6 39.5 12.1

無回答 23 17.4 52.2 21.7 8.7 - 17.4 4.3

１　級 119 25.2 63.0 29.4 13.4 16.0 19.3 5.9

２　級 93 17.2 49.5 23.7 10.8 12.9 23.7 9.7

３　級 61 19.7 65.6 21.3 24.6 18.0 26.2 9.8

４　級 91 7.7 74.7 18.7 12.1 11.0 15.4 4.4

５　級 21 - 90.5 4.8 14.3 14.3 23.8 -

６　級 21 9.5 66.7 - 14.3 14.3 28.6 -

視覚障がい 28 17.9 50.0 50.0 17.9 35.7 35.7 10.7

聴覚障がい 26 11.5 61.5 11.5 11.5 7.7 23.1 7.7

音声・言語・そしゃく機能障がい 7 57.1 - 57.1 14.3 14.3 14.3 14.3

肢体不自由（上肢） 45 17.8 71.1 11.1 15.6 17.8 20.0 2.2

肢体不自由（下肢） 121 17.4 71.1 24.8 14.9 12.4 14.9 5.8

肢体不自由（体幹） 25 32.0 60.0 8.0 16.0 16.0 16.0 8.0

内部障がい（それ以外） 121 11.6 67.8 18.2 13.2 11.6 20.7 5.8

無回答 33 12.1 51.5 24.2 12.1 12.1 39.4 9.1

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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（５）外出時に困ること

外出時に困ることについて尋ねたところ、「公共交通機関が少ない（ない）」（26.3％）が最

も多く、次いで「道路や駅に階段や段差が多い」（24.5％）、「困ったときにどうすればいいの

か心配」（19.7％）などの順となっています。

＜外出時に困ること＞

【問 26 で「１．」から「３．」と答えた方におたずねします。】

問 30 外出する時に困ることは何ですか。（あてはまるものすべてに○）
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所有手帳別にみると、身体障害者手帳所有者は「道路や駅に階段や段差が多い」（30.8％）、

療育手帳所有者は「困った時にどうすればいいのか心配」（34.2％）、精神障害者保健福祉手帳

所有者は「外出にお金がかかる」（37.1％）がそれぞれ最も多くなっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～５級では「道路や駅に階段や段差が多い」が最も多

くなっています。また、等級が重度になるほど「公共交通機関が少ない(ない)」の割合が高い

傾向がみられます。

障がい部位別にみると、視覚障がい、音声・言語・そしゃく機能障がい、肢体不自由（上

肢）、肢体不自由（下肢）、では「道路や駅に階段や段差が多い」がそれぞれ最も多くなってい

ます。また、肢体不自由（体幹）では「外出先の建物の施設が不便（道路、トイレ、エレベー

ターなど）」の割合が４割を超え、他を大きく上回っています。

＜外出時に困ること＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

公

共

交

通

機

関

が

少

な

い

（

な

い

）

列

車

や

バ

ス

の

乗

り

降

り

が

困

難

道

路

や

駅

に

階

段

や

段

差

が

多

い

切

符

の

買

い

方

や

乗

換

え

の

方

法

が

わ

か

り

に

く

い

外

出

先

の

建

物

の

施

設

が

不

便

（

通

路

、

ト

イ

レ

、

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

な

ど

）

介

助

者

が

確

保

で

き

な

い

外

出

に

お

金

が

か

か

る

周

囲

の

目

が

気

に

な

る

発

作

な

ど

突

然

の

身

体

の

変

化

が

心

配

困

っ

た

と

き

に

ど

う

す

れ

ば

い

い

の

か

心

配

そ

の

他

600 26.3 16.2 24.5 10.5 13.5 3.5 18.8 10.5 15.7 19.7 7.8

身体障害者手帳 406 24.1 17.7 30.8 8.4 16.3 3.0 15.0 5.9 13.1 12.3 8.9

療育手帳 120 26.7 15.8 10.8 17.5 12.5 6.7 17.5 15.0 13.3 34.2 6.7

精神障害者保健福祉手帳 124 33.9 9.7 13.7 11.3 5.6 0.8 37.1 21.0 27.4 29.8 4.0

無回答 23 13.0 26.1 34.8 13.0 8.7 8.7 26.1 4.3 21.7 26.1 4.3

１　級 119 27.7 16.0 31.9 9.2 21.8 6.7 14.3 5.9 15.1 12.6 7.6

２　級 93 24.7 25.8 31.2 15.1 16.1 2.2 18.3 8.6 10.8 17.2 12.9

３　級 61 24.6 18.0 27.9 4.9 14.8 1.6 23.0 6.6 18.0 13.1 3.3

４　級 91 22.0 16.5 33.0 4.4 14.3 1.1 12.1 3.3 11.0 5.5 7.7

５　級 21 14.3 9.5 38.1 4.8 9.5 - 9.5 9.5 14.3 9.5 4.8

６　級 21 19.0 4.8 14.3 4.8 4.8 - - - 4.8 19.0 23.8

視覚障がい 28 42.9 35.7 67.9 35.7 39.3 25.0 10.7 3.6 - 14.3 3.6

聴覚障がい 26 11.5 11.5 19.2 15.4 3.8 - 3.8 - 15.4 23.1 19.2

音声・言語・そしゃく機能障がい 7 14.3 28.6 28.6 - 14.3 - - 28.6 - - 14.3

肢体不自由（上肢） 45 20.0 17.8 31.1 2.2 15.6 2.2 11.1 11.1 11.1 4.4 6.7

肢体不自由（下肢） 121 24.8 26.4 47.1 4.1 23.1 0.8 11.6 5.0 11.6 9.1 8.3

肢体不自由（体幹） 25 24.0 28.0 40.0 8.0 44.0 8.0 20.0 8.0 16.0 28.0 4.0

内部障がい（それ以外） 121 24.8 6.6 11.6 7.4 5.0 0.8 20.7 5.0 17.4 10.7 9.9

無回答 33 21.2 6.1 12.1 9.1 3.0 - 24.2 6.1 15.2 21.2 9.1
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者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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（６）外出先で不便や困難を感じる場所

外出先で不便や困難を感じる場所について尋ねたところ、「駅」（24.5％）が最も多く、次い

で、「バス停」（15.2％）、「医療機関」（12.7％）、「金融機関」（12.3％）、「飲食店」（12.0％）

の順となっています。なお、約４割は「特にない」（39.3％）と回答しています。

＜外出先で不便や困難を感じる場所＞

【問 26 で「１．」から「３．」と答えた方におたずねします。】

問 31 外出先で不便や困難を感じる場所はどこですか。（あてはまるものすべてに○）

24.5

15.2
12.7 12.3 12.0

7.0

39.3

0

10

20

30

40

駅 バ
ス
停

医
療
機
関

金
融
機
関

飲
食
店

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=600)%
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所有手帳別にみると、いずれも「駅」が最も多く、療育手帳所有者は「金融機関」が

20.0％と、他より高くなっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～５級では「駅」が最も多くなっています。なお、

「特にない」は等級が重度になるほど割合が低い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、視覚障がいで「駅」、「バス停」などの交通に関する場所での割合が

他を大きく上回っています。

＜外出先で不便や困難を感じる場所＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

駅

バ

ス

停

医

療

機

関

金

融

機

関

飲

食

店

そ

の

他

特

に

な

い

600 24.5 15.2 12.7 12.3 12.0 7.0 39.3

身体障害者手帳 406 23.6 14.5 12.1 10.3 12.8 6.9 40.1

療育手帳 120 22.5 16.7 17.5 20.0 11.7 6.7 35.0

精神障害者保健福祉手帳 124 27.4 13.7 9.7 11.3 11.3 5.6 41.1

無回答 23 26.1 13.0 21.7 13.0 4.3 8.7 39.1

１　級 119 19.3 14.3 16.0 13.4 18.5 7.6 36.1

２　級 93 25.8 18.3 12.9 9.7 12.9 3.2 38.7

３　級 61 24.6 14.8 8.2 13.1 13.1 8.2 39.3

４　級 91 27.5 13.2 9.9 5.5 4.4 9.9 45.1

５　級 21 33.3 14.3 4.8 9.5 9.5 4.8 47.6

６　級 21 9.5 4.8 14.3 9.5 19.0 4.8 42.9

視覚障がい 28 46.4 39.3 32.1 39.3 28.6 10.7 14.3

聴覚障がい 26 26.9 11.5 23.1 19.2 11.5 3.8 26.9

音声・言語・そしゃく機能障がい 7 14.3 14.3 28.6 14.3 28.6 14.3 14.3

肢体不自由（上肢） 45 20.0 2.2 11.1 - 15.6 6.7 44.4

肢体不自由（下肢） 121 33.1 20.7 9.1 9.9 13.2 6.6 30.6

肢体不自由（体幹） 25 24.0 20.0 12.0 12.0 36.0 4.0 44.0

内部障がい（それ以外） 121 11.6 7.4 9.1 6.6 4.1 7.4 53.7

無回答 33 18.2 12.1 6.1 6.1 6.1 6.1 54.5

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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（７）日中の過ごし方

日中の過ごし方についてみると、「自宅で過ごしている」（32.1％）が約３割を占めて最も多

くなっています。

所有手帳別にみると、身体障害者手帳所有者と精神障害者保健福祉手帳所有者は「自宅で過

ごしている」が、療育手帳所有者では「福祉施設、作業所等に通っている（就労継続支援Ａ型

も含む）」がそれぞれ最も多くなっています。

＜日中の過ごし方＞

【問 26 で「１．」から「３．」と答えた方におたずねします。】

問 32 あなたは、平日の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つだけ）

無回答

会社勤めや、自営業、家業などで収入

を得て仕事をしている

自宅で過ごしている

福祉施設、作業所等に通っている（就

労継続支援Ａ型も含む）

専業主婦（主夫）をしている

入所している施設や病院等で過ごして

いる

病院などのデイケアに通っている

特別支援学校（小中高等部）に通って

いる

リハビリテーションを受けている

一般の高校、小中学校に通っている

ボランティアなど、収入を得ない仕事

をしている

大学、専門学校、職業訓練校などに

通っている

幼稚園、保育所、障害児通所施設など

に通っている

その他

32.1 

20.2 

9.0 

7.5 

3.8 

3.3 

2.9 

2.1 

1.1 

0.8 

0.6 

0.6 

2.7 

13.2 

34.3 

22.0 

4.5 

8.5 

2.5 

4.0 

0.9 

3.1 

0.4 

0.9 

0.7 

0.7 

2.5 

15.0 

13.5 

12.0 

27.8 

0.8 

9.0 

1.5 

13.5 

0.0 

2.3 

0.0 

0.0 

2.3 

3.0 

14.3 

37.1 

12.6 

12.6 

7.0 

3.5 

5.6 

0.0 

1.4 

1.4 

0.7 

0.7 

0.0 

4.9 

12.6 

0 10 20 30 40
%

全体

身体障碍者手帳

療育手帳

精神障害者

保健福祉手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、１～２級の重度は「病院などのデイケアに通っている」

がやや多くなっています。また、等級が軽度になるほど「会社勤めや、自営業、家業などで収

入を得て仕事をしている」の割合が高くなっています。

障がい部位別にみると、聴覚障がいで「会社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事を

している」（42.9％）が他を上回っています。

＜日中の過ごし方＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

自

宅

で

過

ご

し

て

い

る

会

社

勤

め

や

、

自

営

業

、

家

業

な

ど

で

収

入

を

得

て

仕

事

を

し

て

い

る

福

祉

施

設

、

作

業

所

等

に

通

っ

て

い

る

（

就

労

継

続

支

援

Ａ

型

も

含

む

）

専

業

主

婦

（

主

夫

）

を

し

て

い

る

入

所

し

て

い

る

施

設

や

病

院

等

で

過

ご

し

て

い

る

病

院

な

ど

の

デ

イ

ケ

ア

に

通

っ

て

い

る

特

別

支

援

学

校

（

小

中

高

等

部

）

に

通

っ

て

い

る

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

を

受

け

て

い

る

一

般

の

高

校

、

小

中

学

校

に

通

っ

て

い

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

、

収

入

を

得

な

い

仕

事

を

し

て

い

る

大

学

、

専

門

学

校

、

職

業

訓

練

校

な

ど

に

通

っ

て

いる

幼

稚

園

、

保

育

所

、

障

害

児

通

所

施

設

な

ど

に

通

っ

て

い

る

そ

の

他

無

回

答

657 32.1 20.2 9.0 7.5 3.8 3.3 2.9 2.1 1.1 0.8 0.6 0.6 2.7 13.2

１　級 140 35.7 13.6 2.9 6.4 3.6 7.9 1.4 2.9 - 1.4 - 1.4 6.4 16.4

２　級 105 34.3 16.2 8.6 8.6 3.8 4.8 - 3.8 1.0 - 1.0 - - 18.1

３　級 64 39.1 26.6 4.7 3.1 - 1.6 1.6 3.1 1.6 - 1.6 1.6 1.6 14.1

４　級 94 29.8 24.5 2.1 18.1 2.1 1.1 1.1 3.2 - 2.1 1.1 - 1.1 13.8

５　級 22 31.8 45.5 9.1 4.5 - - - - - - - - - 9.1

６　級 21 33.3 57.1 - - - - - 4.8 - - - - - 4.8

視覚障がい 30 50.0 20.0 3.3 6.7 - 3.3 - 3.3 - 3.3 - - 3.3 6.7

聴覚障がい 28 25.0 42.9 3.6 7.1 - - - 3.6 3.6 - - - - 14.3

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 33.3 22.2 - 11.1 11.1 - - - - - - - - 22.2

肢体不自由（上肢） 50 28.0 26.0 4.0 12.0 2.0 4.0 - 2.0 - - 2.0 4.0 2.0 14.0

肢体不自由（下肢） 128 24.2 25.0 4.7 14.1 1.6 3.9 2.3 7.0 0.8 0.8 0.8 0.8 1.6 12.5

肢体不自由（体幹） 30 30.0 13.3 6.7 - 16.7 10.0 3.3 3.3 - - - - 3.3 13.3

内部障がい（それ以外） 129 45.7 16.3 3.9 7.0 0.8 5.4 - 0.8 - 1.6 0.8 - 4.7 13.2

無回答 42 35.7 19.0 7.1 - 2.4 - - - - - - - - 35.7

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（８）勤務形態

勤務形態について尋ねたところ、「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」

（33.8％）が最も多く、以下、「正職員で他の職員と勤務条件等に違いはない」（30.8％）、「自

営業、農林水産業など」（13.5％）、「正社員で短時間勤務などの障がい者配慮がある」

（6.8％）の順となっています。

所有手帳別にみると、身体障害者手帳所有者では「正職員で他の職員と勤務条件等に違いは

ない」（35.7％）が最も多く、次いで、「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」

（31.6％）、「自営業、農林水産業など」（15.3％）となっています。他の手帳所有者について

は、サンプル数が少ないため、参考程度の掲載とします。

＜勤務形態＞

【問 32 で「１．」と答えた方におたずねします。】

問 33 どのような勤務形態で働いていますか。（○は１つだけ）

正職員で他の

職員と勤務条

件等に違いは

ない

正職員で短時

間勤務などの

障がい者配慮

がある

パート・アル

バイト等の非

常勤職員、派

遣職員

自営業、農林

水産業など
その他 無回答

凡例

全　　体 （N=133）

身体障碍者手帳 （n=98）

療育手帳 （n=16）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=18）

所

有

手

帳

別

30.8 

35.7 

12.5 

16.7 

6.8 

6.1 

12.5 

11.1 

33.8 

31.6 

25.0 

50.0 

13.5 

15.3 

11.1 

8.3 

5.1 

25.0 

11.1 

6.8 

6.1 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、２級は「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職

員」が 47.1％と、他を上回っています。

障がい部位別については、サンプル数が少ない項目が多いため、参考程度の掲載とします。

＜勤務形態＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

正

職

員

で

他

の

職

員

と

勤

務

条

件

等

に

違

い

は

な

い

正

職

員

で

短

時

間

勤

務

な

ど

の

障

が

い

者

配

慮

が

ある

パ

ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

の

非

常

勤

職

員

、

派

遣

職員

自

営

業

、

農

林

水

産

業

など

そ

の

他

無

回

答

133 30.8 6.8 33.8 13.5 8.3 6.8

１　級 19 31.6 15.8 26.3 10.5 - 15.8

２　級 17 29.4 5.9 47.1 5.9 11.8 -

３　級 17 41.2 - 35.3 23.5 - -

４　級 23 21.7 - 26.1 30.4 8.7 13.0

５　級 10 60.0 10.0 20.0 - 10.0 -

６　級 12 50.0 8.3 33.3 8.3 - -

視覚障がい 6 - 33.3 33.3 33.3 - -

聴覚障がい 12 33.3 - 50.0 8.3 8.3 -

音声・言語・そしゃく機能障がい 2 - - 50.0 - 50.0 -

肢体不自由（上肢） 13 30.8 7.7 38.5 15.4 7.7 -

肢体不自由（下肢） 32 43.8 6.3 18.8 21.9 3.1 6.3

肢体不自由（体幹） 4 25.0 - 50.0 - - 25.0

内部障がい（それ以外） 21 38.1 - 33.3 14.3 4.8 9.5

無回答 8 50.0 12.5 25.0 - - 12.5

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（９）現在の仕事に就いたきっかけ

現在の仕事に就いたきっかけを尋ねたところ、「公共職業安定所」（21.1％）が最も多く、以

下、「知人・縁故関係」（15.0％）、「学校の紹介」（8.3％）、「障害者職業能力開発校」（1.5％）

の順となっています。

所有手帳別にみると、身体障害者手帳所有者は「公共職業安定所」（20.4％）が最も多く、

次いで「知人・縁故関係」（14.3％）となっています。他の手帳所有者については、サンプル

数が少ないため、参考程度の掲載とします。

＜現在の仕事に就いたきっかけ＞

【問 32 で「１．」と答えた方におたずねします。】

問 34 現在の仕事をどのような方法でみつけましたか。（○は１つだけ）

公共職業安定所 学校の紹介
障害者職業能

力開発校
知人・縁故関係 その他 無回答

凡例

全　　体 （N=133）

身体障碍者手帳 （n=98）

療育手帳 （n=16）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=18）

所

有

手

帳

別

21.1 

20.4 

25.0 

22.2 

8.3 

9.2 

6.3 

1.5 

1.0 

6.3 

15.0 

14.3 

22.2 

39.8 

38.8 

37.5 

50.0 

14.3 

16.3 

25.0 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、いずれも「公共職業安定所」と「知人・縁故関係」の２

項目の割合が高くなっています。

および障がい部位別については、サンプル数が少ない項目が多いため、参考程度の掲載とし

ます。

＜現在の仕事に就いたきっかけ＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

公

共

職

業

安

定

所

学

校

の

紹

介

障

害

者

職

業

能

力

開

発

校

知

人

・

縁

故

関

係

そ

の

他

無

回

答

133 21.1 8.3 1.5 15.0 39.8 14.3

１　級 19 10.5 15.8 - 10.5 52.6 10.5

２　級 17 17.6 5.9 5.9 5.9 47.1 17.6

３　級 17 29.4 11.8 - 23.5 35.3 -

４　級 23 21.7 - - 8.7 26.1 43.5

５　級 10 20.0 10.0 - 30.0 40.0 -

６　級 12 25.0 16.7 - 16.7 33.3 8.3

視覚障がい 6 16.7 16.7 - - 50.0 16.7

聴覚障がい 12 33.3 8.3 - 16.7 33.3 8.3

音声・言語・そしゃく機能障がい 2 50.0 - - - 50.0 -

肢体不自由（上肢） 13 23.1 - 7.7 7.7 46.2 15.4

肢体不自由（下肢） 32 21.9 12.5 - 18.8 31.3 15.6

肢体不自由（体幹） 4 50.0 - - 25.0 - 25.0

内部障がい（それ以外） 21 4.8 9.5 - 19.0 52.4 14.3

無回答 8 12.5 12.5 - - 37.5 37.5

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（10）収入を得る仕事に就く意向

今後、収入を得る仕事に就きたいかどうかを尋ねたところ、「仕事をしたい」（45.0％）が

「仕事はしたくない、できない」（41.0％）をやや上回っています。

所有手帳別にみると、「仕事をしたい」と回答した人は、精神障害者保健福祉手帳所有者

（52.1％）が最も多く、次いで、身体障害者手帳所有者（41.7％）、療育手帳所有者

（38.5％）となっており、精神障害者保健福祉手帳所有者では半数以上が収入を得る仕事に就

きたいという意向を持っています。

＜収入を得る仕事に就く意向＞

【問 32 で「２．」から「13．」と答えた 18歳から 64 歳の方におたずねします。】

問 35 あなたは今後、収入を得る仕事をしたいと思いますか。（○は１つだけ）

仕事をしたい 仕事はしたくな、できない 無回答

凡例

全　　体 （N=200）

身体障碍者手帳 （n=96）

療育手帳 （n=65）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=73）

所

有

手

帳

別

45.0 

41.7 

38.5 

52.1 

41.0 

43.8 

40.0 

37.0 

14.0 

14.6 

21.5 

11.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、２～４級では「仕事をしたい」が「仕事はしたくない、

できない」の割合を上回っています。

障がい部位別にみると、視覚障がいは「仕事をしたい」と「仕事はしたくない、できない」

が同率となっており、肢体不自由（下肢）、内部障がい（それ以外）では、「仕事をしたい」が

「仕事はしたくない、できない」の割合を上回っています。

＜収入を得る仕事に就く意向＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

仕

事

を

し

た

い

仕

事

は

し

た

く

な

い

、

で

き

な

い

無

回

答

200 45.0 41.0 14.0

１　級 36 30.6 52.8 16.7

２　級 33 45.5 39.4 15.2

３　級 12 50.0 33.3 16.7

４　級 10 60.0 30.0 10.0

５　級 4 50.0 50.0 -

６　級 1 - 100.0 -

視覚障がい 9 44.4 44.4 11.1

聴覚障がい 3 - 100.0 -

音声・言語・そしゃく機能障がい 3 - 100.0 -

肢体不自由（上肢） 11 36.4 45.5 18.2

肢体不自由（下肢） 25 48.0 36.0 16.0

肢体不自由（体幹） 11 27.3 54.5 18.2

内部障がい（それ以外） 23 52.2 39.1 8.7

無回答 11 45.5 27.3 27.3

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（11）職業訓練の受講意向

職業訓練の受講意向を尋ねたところ、「職業訓練を受けたくない、受ける必要はない」

（42.5％）が最も多く、次いで「職業訓練を受けたい」（25.5％）、「すでに職業訓練を受けて

いる」（11.5％）となっています。

所有手帳別にみると、「すでに職業訓練を受けている」は療育手帳所有者（15.4％）が最も多

く、「職業訓練を受けたい」は精神障害者保健福祉手帳所有者（32.9％）が最も多くなっていま

す。

＜職業訓練について＞

【問 32 で「２．」から「13．」と答えた 18歳から 64 歳の方におたずねします。】

問 36 収入を得る仕事を得るために、職業訓練などを受けたいと思いますか。（○は１つだけ）

すでに職業訓練を

受けている
職業訓練を受けたい

職業訓練を受けたく

ない、受ける必要は

ない

無回答

凡例

全　　体 （N=200）

身体障碍者手帳 （n=96）

療育手帳 （n=65）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=73）

所

有

手

帳

別

11.5 

7.3 

15.4 

15.1 

25.5 

24.0 

15.4 

32.9 

42.5 

46.9 

43.1 

35.6 

20.5 

21.9 

26.2 

16.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別および障がい部位別にみると、６級以外でいずれも「職業訓練を受

けたくない、受ける必要はない」が最も多くなっています。

＜職業訓練について＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

す

で

に

職

業

訓

練

を

受

け

て

い

る

職

業

訓

練

を

受

け

た

い

職

業

訓

練

を

受

け

た

く

な

い

、

受

け

る

必

要

は

な

い

無

回

答

200 11.5 25.5 42.5 20.5

１　級 36 2.8 16.7 50.0 30.6

２　級 33 9.1 30.3 42.4 18.2

３　級 12 8.3 25.0 41.7 25.0

４　級 10 - 30.0 60.0 10.0

５　級 4 25.0 25.0 50.0 -

６　級 1 100.0 - - -

視覚障がい 9 22.2 11.1 44.4 22.2

聴覚障がい 3 - 33.3 66.7 -

音声・言語・そしゃく機能障がい 3 - - 66.7 33.3

肢体不自由（上肢） 11 9.1 9.1 45.5 36.4

肢体不自由（下肢） 25 8.0 20.0 44.0 28.0

肢体不自由（体幹） 11 - 36.4 45.5 18.2

内部障がい（それ以外） 23 4.3 34.8 52.2 8.7

無回答 11 9.1 27.3 36.4 27.3

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（12）障がい者の就労支援として必要だと思うこと

障がい者の就労支援として必要だと思うことについて尋ねたところ、「職場の上司や同僚に

障がいの理解があること」（37.4％）、「職場の障がい者理解」（36.8％）の２項目が多くなって

います。

＜障がい者の就労支援として必要だと思うこと＞

問 37 あなたは、障がい者の就労支援としてどのようなことが必要だと思いますか。

（あてはまるものすべてに○）

37.4 36.8

29.8
28.0

20.5 19.0 17.8 17.0 16.3
13.1

5.0

0

10

20

30

40

職
場
の
上
司
や
同
僚
に
障
が
い

の
理
解
が
あ
る
こ
と

職
場
の
障
が
い
者
理
解

通
勤
手
段
の
確
保

短
時
間
勤
務
や
勤
務
日
数
等
の

配
慮

仕
事
に
つ
い
て
の
職
場
外
で
の

相
談
対
応
、
支
援

就
労
後
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
職
場

と
支
援
機
関
の
連
携

職
場
で
介
助
や
援
助
等
が
受
け

ら
れ
る
こ
と

在
宅
勤
務
の
拡
充

勤
務
場
所
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
等
の
配
慮

企
業
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
就
労
訓

練

そ
の
他

全体(N=657)
%
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所有手帳別にみると、いずれも「職場の障がい者理解」が多くなっています。また、療育手

帳所有者は「職場で介助や援助等が受けられること」が他をやや上回っています。

身体障害者手帳の等級別にみると、５級は「職場の上司や同僚に障がいの理解があること」

が 50.0％と、他を大きく上回っています。

障がい部位別にみると、視覚障がいで「在宅勤務の拡充」が他をやや上回っています。

＜障がい者の就労支援として必要だと思うこと＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

通

勤

手

段

の

確

保

勤

務

場

所

に

お

け

る

バ

リ

ア

フ

リ

ー

等

の

配

慮

短

時

間

勤

務

や

勤

務

日

数

等

の

配

慮

在

宅

勤

務

の

拡

充

職

場

の

障

が

い

者

理

解

職

場

の

上

司

や

同

僚

に

障

が

い

の

理

解

が

あ

る

こと

職

場

で

介

助

や

援

助

等

が

受

け

ら

れ

る

こ

と

就

労

後

の

フ

ォ

ロ

ー

な

ど

職

場

と

支

援

機

関

の

連

携

企

業

ニ

ー

ズ

に

合

っ

た

就

労

訓

練

仕

事

に

つ

い

て

の

職

場

外

で

の

相

談

対

応

、

支

援

そ

の

他

657 29.8 16.3 28.0 17.0 36.8 37.4 17.8 19.0 13.1 20.5 5.0

身体障害者手帳 446 26.7 18.4 26.2 17.3 32.5 31.6 14.8 15.0 12.3 15.9 5.6

療育手帳 133 37.6 12.0 29.3 12.8 45.1 48.9 30.1 27.8 19.5 28.6 6.8

精神障害者保健福祉手帳 143 25.9 7.7 27.3 15.4 35.7 37.1 10.5 22.4 11.2 27.3 4.2

無回答 27 37.0 29.6 18.5 11.1 33.3 44.4 22.2 11.1 3.7 18.5 -

１　級 140 30.0 19.3 27.1 15.7 32.9 31.4 17.9 15.0 14.3 15.0 6.4

２　級 105 25.7 20.0 30.5 24.8 30.5 31.4 17.1 15.2 12.4 17.1 6.7

３　級 64 34.4 18.8 26.6 15.6 31.3 29.7 14.1 18.8 10.9 21.9 3.1

４　級 94 22.3 18.1 22.3 13.8 31.9 28.7 11.7 12.8 8.5 13.8 4.3

５　級 22 18.2 18.2 18.2 22.7 31.8 50.0 9.1 18.2 22.7 13.6 9.1

６　級 21 14.3 4.8 23.8 4.8 47.6 33.3 4.8 9.5 9.5 9.5 4.8

視覚障がい 30 40.0 30.0 30.0 33.3 36.7 40.0 26.7 23.3 20.0 26.7 3.3

聴覚障がい 28 25.0 14.3 21.4 10.7 50.0 28.6 17.9 14.3 3.6 10.7 3.6

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 11.1 11.1 - 11.1 - - - - - - 11.1

肢体不自由（上肢） 50 26.0 16.0 22.0 20.0 40.0 40.0 16.0 14.0 12.0 16.0 6.0

肢体不自由（下肢） 128 32.8 29.7 28.9 19.5 35.2 35.2 14.1 18.0 14.8 14.8 7.8

肢体不自由（体幹） 30 26.7 23.3 20.0 23.3 30.0 26.7 23.3 20.0 16.7 20.0 3.3

内部障がい（それ以外） 129 21.7 7.8 30.2 11.6 27.1 29.5 11.6 10.1 9.3 14.7 5.4

無回答 42 19.0 11.9 21.4 14.3 26.2 23.8 11.9 16.7 14.3 19.0 2.4

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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６．療育・教育について（18歳未満）

（１）発達の遅れに気づいた年齢

発達の遅れに気づいた年齢を尋ねたところ、「０歳」、「１歳」（25.0％）が最も多く、次いで、

「２歳」（21.9％）、「３歳」（12.5％）、「６～11 歳」（6.3％）、「５歳」、「６歳」（3.1％）の順と

なっています。

＜発達の遅れに気づいた年齢＞

（２）発達の遅れに気づいたきっかけ

発達の遅れに気づいたきっかけを尋ねたところ、「発達や行動が気になり、自ら気づいた」

（37.5％）、「乳幼児健診で指摘された」（21.9％）、「医療機関で指摘された」（15.6％）の３項

目が主な回答となっています。

＜発達の遅れに気づいたきっかけ＞

0歳

25.0%

1歳

25.0%
2歳

21.9%

3歳

12.5%

4歳

3.1%

5歳

3.1%

6～11歳

6.3%

12～14歳

3.1%

全体(N=32)

問 38 発達の遅れに気づいたのは、何歳の時でしたか。（○は１つだけ）

問 39 発達の遅れに気づかれたのはどういうきっかけでしたか。（○は１つだけ）

発達や行動が気にな

り、自ら気づいた

37.5%

親せき等身内か

ら指摘された

12.5%

乳幼児健診で指摘

された

21.9%

医療機関で指摘された

15.6%

保育園、幼稚園で

指摘された

3.1%

学校で指摘された

3.1%

その他

3.1%
無回答

3.1%

全体(N=32)
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（３）発達の遅れについて相談、診察を求めた先

発達の遅れについて相談、診察結果を求めた先を尋ねたところ、最初に行ったところは「病

院・医院など」（46.9％）が大多数で、次いで「保健センター」（21.9％）となっています。

その後、相談・診察・検査したところは「病院・医院など」（81.3％）が同様に最も多く、

次いで「児童相談所」（37.5％）、「障害児通所支援施設」（34.4％）、「保健センター」

（31.3％）、「子育て支援センター」（15.6％）、などとなっています。

＜発達の遅れについて相談、診察を求めた先＞

問 40 発達の遅れに気づいてから、どこに相談し、診察結果を求めに行きましたか。①最初に行

ったところと（○は１つだけ）、②相談・診察・検査したところ（あてはまるものすべてに

○）をそれぞれお答えください。

病院・医院など

障害児通所支援施設

児童相談所

保健センター

県の保健所

子育て支援センター

保育園・幼稚園

福祉事務所

学校

地域活動支援センタ―

（パルハウスぼちぼち）

その他

46.9 

3.1 

3.1 

21.9 

-

9.4 

-

-

6.3 

-

3.1 

0.020.040.060.080.0100.0

<最初に行ったところ>
％

n=32

81.3 

34.4 

37.5 

31.3 

6.3 

15.6 

9.4 

-

9.4 

3.1 

9.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

＜相談・診察・検査したところ＞
％

n=32
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（４）障がいがはっきりわかった年齢

検査の結果、障がいがはっきりわかった年齢を尋ねたところ、「３歳」、「６～11 歳」

（21.9％）が最も多く、次いで「０歳」（18.8％）、「２歳」（12.5％）、「５歳」（6.3％）、「12～

14 歳」（3.1％）などの順となっています。

＜障がいがはっきりわかった年齢＞

（５）療育や教育を受けた経験

療育や教育を受けた経験を尋ねたところ、「現在受けている」（56.3％）が過半数を占め、次

いで「過去に受けた」（37.5％）、「受けたことはない、受けさせるつもりはない」（6.3％）と

なっています。

＜療育や教育を受けた経験＞

0歳

18.8%

1歳

9.4%

2歳

12.5%
3歳

21.9%5歳

6.3%

6～11歳

21.9%

12～14歳

3.1%

無回答

6.3%

全体(N=32)

問 41 医学的診断の結果、障がいがはっきりとわかったのは、何歳の時でしたか。（○は１つだ

け）

問 42 療育や教育を受けた経験がありますか。

現在受けて

いる

56.3%

過去に受けた

37.5%

受けたことはない

が、受けさせたい

と思っている

6.3%

全体(N=32)
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（６）療育や教育を受けた（受けている）場所

療育や教育を受けた（受けている）場所を尋ねたところ、「障害児通所支援施設」（80.0％）

が８割を占めて最も多く、次いで、「幼稚園」（10.0％）、「保育園」（6.7％）となっています。

＜療育や教育を受けた（受けている）場所＞

（７）療育や教育に対する希望

療育や教育に対する希望を尋ねたところ、「学校で指導、訓練を受けたい」（59.4％）が約６

割を占めて最も多く、次いで「家庭から施設に通って、療育、訓練を受けたい（通所施設）」、

「病院・医院に通院して治療、訓練を受けたい」（6.3％）となっています。なお、「特に希望

はない」も２割弱みられます。

＜療育や教育に対する希望＞

80.0

10.0 6.7
16.7

0

20

40

60

80

100

障害児通所

支援施設

幼稚園 保育園 その他

全体(N=30)

【問 42 で「１．」または「２．」と答えた方におたずねします。】

問 43 療育や教育を受けた（受けている）場所はどこですか。

問 44 療育・教育について、今後どのような希望がありますか。(○は１つだけ）

学校で指導、訓

練を受けたい

59.4%

家庭から施設に通って、療育、訓練を受けたい（通所施設）

6.3%

病院・医院に通院して

治療、訓練を受けたい

6.3%

施設に入って療育、訓練を受け

たい（入所施設）

3.1%

家庭で療育、訓練を受けたい

3.1%

その他

3.1%

特に希望は

ない

18.8%

全体(N=32)
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（８）学校（中学校または高等学校）を卒業した後の進路

学校（中学校または高等学校）を卒業した後の進路について尋ねたところ、「就労支援の事

業所等に通いたい」（23.3％）が最も多く、次いで「一般の企業等で働きたい」（10.0％）、「大

学等に進学したい」（6.7％）などとなっています。なお、「わからない・まだ小さいので考え

ていない」（30.0％）も３割みられます。

＜学校（中学校または高等学校）を卒業した後の進路＞

【宛名の方が保育園・幼稚園等や学校に通っている場合のみお答えください。】

問 45 お子さんが学校（中学校または高等学校）を卒業した後の進路について、どのようにお考え

ですか。お子さん自身の希望に最も近いと思われるものを選んでください。（○は１つだ

け）

就労支援の事業所

等に通いたい

23.3%

一般の企業等で働

きたい

10.0%

大学等に進学したい

6.7%

わからない・まだ

小さいので考えて

いない

30.0%

無回答

30.0%

全体(N=30)
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７．障がい福祉サービス等の利用について

（１）障害支援区分認定の状況

障害支援区分認定の状況について尋ねたところ、「受けていない」（59.2％）が６割弱を占め、

『受けている』は 13.5％と１割強にとどまっています。障害支援区分の割合に大きな差はみ

られませんでした。

所有手帳別にみると、障害支援区分認定を受けているのは療育手帳所有者（35.4％）が最も

多く、次いで、精神障害者保健福祉手帳所有者（11.2％）、身体障害者手帳所有者（10.7％）

となっています。

内訳としては、身体障害者手帳所有者、精神障害者保健福祉手帳所有者では「区分２」、療

育手帳所有者では「区分５」が最も多くなっています。

＜障害支援区分認定の状況＞

問 46 あなたは障害支援区分の認定を受けていますか。（○は１つだけ）

※障害支援区分とは、障害福祉サービス（ヘルパーやデイサービスなど）を利用する際に、必要と

なるもので、障がいの多様な特性その他の心身の状態に応じて必要とされる標準的な支援の

度合いを総合的に示すものをいい、認定調査等を行ない認定をするものです。

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６
受けて

いない
無回答

凡例

全　　体 （N=657） 13.5

身体障碍者手帳 （n=446） 10.7

療育手帳 （n=133） 35.4

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143） 11.2

所

有

手

帳

別

『

受

け

て

い

る

』

1.2

1.1

2.3

1.4

3.8

3.6

7.5

5.6

1.8 

1.6 

2.3 

2.8 

2.4

1.8

6.0

0.7

2.3

1.3

9.0

2.0

1.3

8.3

0.7

59.2

61.2

35.3

56.6

27.2

28.0

29.3

32.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、等級が重度になるほど『受けている』と回答した割合が

高い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、視覚障がいで『受けている』の割合が２割弱と、他をやや上回って

います。

＜障害支援区分認定の状況＞
単位:％

サ

ン

プ

ル

数
区

分

１

区

分

２

区

分

３

区

分

４

区

分

５

区

分

６

受

け

て

い

な

い

無

回

答

『

受

け

て

い

る

』

657 1.2 3.8 1.8 2.4 2.3 2.0 59.2 27.2 13.5

１　級 140 2.9 0.7 2.9 1.4 2.9 3.6 57.9 27.9 14.4

２　級 105 - 7.6 1.0 2.9 1.9 1.0 49.5 36.2 14.4

３　級 64 - 7.8 1.6 1.6 - - 67.2 21.9 11.0

４　級 94 1.1 1.1 1.1 2.1 - - 67.0 27.7 5.4

５　級 22 - - - - - - 77.3 22.7 0.0

６　級 21 - 4.8 - - - - 81.0 14.3 4.8

視覚障がい 30 3.3 - 10.0 3.3 3.3 - 56.7 23.3 19.9

聴覚障がい 28 - 3.6 3.6 - 3.6 - 75.0 14.3 10.8

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 - - - - - - 66.7 33.3 0.0

肢体不自由（上肢） 50 2.0 2.0 - 2.0 4.0 4.0 56.0 30.0 14.0

肢体不自由（下肢） 128 0.8 4.7 0.8 2.3 0.8 0.8 63.3 26.6 10.2

肢体不自由（体幹） 30 - 3.3 - 3.3 3.3 6.7 46.7 36.7 16.6

内部障がい（それ以外） 129 1.6 3.9 0.8 0.8 - 0.8 65.9 26.4 7.9

無回答 42 - 4.8 2.4 2.4 - - 50.0 40.5 9.6

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（２）障害福祉サービス等の利用状況

現在のサービス利用状況を尋ねたところ、「利用している」と回答した人が最も多いサービ

スは「⑯計画相談支援」（14.6％）で、次いで、「⑦自立訓練（機能訓練、生活訓練）」

（7.2％）、「①居宅介護（ホームヘルプ）」（6.7％）、「⑥生活介護」（6.5％）、「⑩就労継続支援

（Ａ型、Ｂ型）」（6.1％）などの順となっています。

一方、今後のサービス利用意向については、「⑯計画相談支援」（24.7％）が現在の利用状況

と同じく最も多く、次いで「⑧自立生活援助」、「⑱地域定着支援」（23.0％）、「⑦自立訓練

（機能訓練、生活訓練）」（22.7％）、「⑥生活介護」（19.9％）などの順となっています。

＜サービスの利用状況と今後の利用意向＞

問 47 あなたは次のサービスを利用していますか。また、今後利用したいと考えますか。（①から

⑳のそれぞれについて、「現在利用しているか」と「今後利用したいか」の両方を回答

（○を記入）してください）

①居宅介護

（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥生活介護

⑦自立訓練

（機能訓練、生活訓練）

⑧自立生活援助

⑨就労移行支援

⑩就労継続支援

（Ａ型、Ｂ型）

⑪療養介護

⑫短期入所

（ショートステイ）
⑬共同生活援助

（グループホーム）

⑭施設入所支援

⑮就労定着支援

⑯計画相談支援

⑰地域移行支援

⑱地域定着支援

⑲児童発達支援

⑳放課後等デイサービス

㉑障害児相談支援

㉒居宅訪問型児童発達支援

㉓保育所等訪問支援

㉔医療型児童発達支援

㉕福祉型児童入所支援

㉖医療型児童入所支援

6.7 

1.5 

2.0 

1.2 

1.2 

6.5 

7.2 

2.7 

2.1 

6.1 

2.3 

2.6 

1.7 

3.8 

1.8 

14.6 

1.4 

2.6 

2.7 

2.7 

3.2 

0.3 

1.1 

0.3 

0.2 

0.2 

051015202530

<サービスの利用状況>
％

N=657

18.1 

13.7 

11.1 

14.9 

12.9 

19.9 

22.7 

23.0 

15.4 

16.9 

15.4 

19.8 

16.0 

14.9 

13.7 

24.7 

16.9 

23.0 

8.7 

5.8 

7.0 

3.2 

3.3 

4.9 

4.0 

4.1 

0 5 10 15 20 25 30

＜今後のサービスの利用意向＞
％

N=657
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＜現在の利用状況＞

所有手帳別にみると、いずれの手帳所有者も「⑯計画相談支援」が最も多くなっています。

また、療育手帳所有者は「⑥生活介護」、「⑦自立訓練（機能訓練、生活訓練）」、「⑯相談支

援」、「⑳放課後等デイサービス」、「㉑障害児相談支援」の利用割合が、他を上回っています。

身体障害者手帳の等級別にみると、１～２級の重度においてはいずれのサービスの利用割合

も高い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、視覚障がいで「③同行援護」、「⑯相談支援」が、肢体不自由（体

幹）で「⑭施設入所支援」、「⑯計画相談支援」が、他を上回っています。

＜今後の利用意向＞

所有手帳別にみると、身体障害者手帳所有者は「①居宅介護（ホームヘルプ）」、療育手帳所

有者は「⑯計画相談支援」、精神障害者保健福祉手帳所有者は「⑧自立生活援助」、「⑱地域定

着支援」の利用意向割合が最も高くなっています。また、療育手帳所有者においては「⑬共同

生活援助（グループホーム）」、「⑭施設入所支援」、「⑯計画相談支援」、「⑲児童発達支援」「⑳

放課後等デイサービス」、「㉑障害児相談支援」の利用意向が他を上回っています。

身体障害者手帳の等級別にみると、「②重度訪問介護」、「⑤重度障害者等包括支援」、「⑭施

設入所支援」については、等級が重度になるほど利用意向割合が高い傾向がみられます。

身体障害者手帳所有者の部位別にみると、視覚障がいについては「同行援護」、肢体不自由

（上肢）は、「⑥生活介護」、肢体不自由（下肢）は「居宅介護（ホームヘルプ）」、肢体不自由

（体幹）は、「⑯計画相談支援」の利用意向割合が他を大きく上回っています。
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＜現在の利用状況＞
単位:％

サ

ン

プ

ル

数

①

居

宅

介

護

（

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

）

②

重

度

訪

問

介

護

③

同

行

援

護

④

行

動

援

護

⑤

重

度

障

害

者

等

包

括

支援

⑥

生

活

介

護

⑦

自

立

訓

練

（

機

能

訓

練

、

生

活

訓

練

）

⑧

自

立

生

活

援

助

⑨

就

労

移

行

支

援

⑩

就

労

継

続

支

援

（

Ａ

型

、

Ｂ

型

）

⑪

療

養

介

護

⑫

短

期

入

所

（

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

）

⑬

共

同

生

活

援

助

（

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

）

657 6.7 1.5 2.0 1.2 1.2 6.5 7.2 2.7 2.1 6.1 2.3 2.6 1.7

身体障害者手帳 446 7.0 1.8 2.7 0.7 1.6 5.6 6.1 2.2 0.9 2.7 2.9 2.5 0.9

療育手帳 133 8.3 1.5 - 3.8 1.5 16.5 12.8 4.5 4.5 17.3 2.3 8.3 4.5

精神障害者保健福祉手帳 143 8.4 1.4 2.1 1.4 0.7 1.4 7.0 4.9 5.6 10.5 2.1 - 2.1

無回答 27 7.4 - 3.7 - - 3.7 7.4 - - - - - -

１　級 140 10.7 4.3 5.7 - 2.9 9.3 7.9 2.1 0.7 1.4 5.0 4.3 2.1

２　級 105 10.5 1.9 2.9 1.9 1.0 8.6 9.5 4.8 1.9 6.7 4.8 2.9 1.0

３　級 64 1.6 - - - - - 1.6 1.6 1.6 4.7 - 1.6 -

４　級 94 2.1 - 1.1 1.1 2.1 3.2 5.3 1.1 - - 1.1 1.1 -

５　級 22 9.1 - - - - - - - - - - - -

６　級 21 - - - - - - - - - - - - -

視覚障がい 30 23.3 3.3 30.0 - - 10.0 6.7 3.3 - 3.3 - - 3.3

聴覚障がい 28 7.1 - - - - 3.6 3.6 3.6 - 3.6 - - -

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 11.1 - - - - 11.1 22.2 - - - 22.2 - -

肢体不自由（上肢） 50 10.0 4.0 - - 4.0 14.0 8.0 - - 4.0 4.0 2.0 -

肢体不自由（下肢） 128 7.0 3.1 0.8 0.8 1.6 4.7 5.5 2.3 1.6 - 3.1 3.9 0.8

肢体不自由（体幹） 30 10.0 3.3 - 3.3 3.3 13.3 6.7 3.3 - - 10.0 6.7 -

内部障がい（それ以外） 129 2.3 - 0.8 0.8 1.6 2.3 5.4 2.3 0.8 3.1 1.6 2.3 1.6

無回答 42 2.4 - 2.4 - - - 4.8 2.4 2.4 9.5 - - -

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

⑭

施

設

入

所

支

援

⑮

就

労

定

着

支

援

⑯

計

画

相

談

支

援

⑰

地

域

移

行

支

援

⑱

地

域

定

着

支

援

⑲

児

童

発

達

支

援

⑳

放

課

後

等

デ

イ

サ

ー

ビス

㉑

障

害

児

相

談

支

援

㉒

居

宅

訪

問

型

児

童

発

達

支

援

㉓

保

育

所

等

訪

問

支

援

㉔

医

療

型

児

童

発

達

支

援

㉕

福

祉

型

児

童

入

所

支

援

㉖

医

療

型

児

童

入

所

支

援

657 3.8 1.8 14.6 1.4 2.6 2.7 2.7 3.2 0.3 1.1 0.3 0.2 0.2

身体障害者手帳 446 2.5 1.6 10.8 1.1 2.2 2.0 0.9 1.8 0.4 0.4 0.4 0.2 0.2

療育手帳 133 9.8 3.0 34.6 4.5 3.8 8.3 10.5 10.5 - 4.5 0.8 - -

精神障害者保健福祉手帳 143 1.4 2.8 14.0 0.7 4.2 1.4 0.7 0.7 - - - - -

無回答 27 3.7 3.7 3.7 - - - 3.7 3.7 - - - - -

１　級 140 5.7 1.4 16.4 1.4 3.6 4.3 2.1 3.6 1.4 0.7 0.7 0.7 0.7

２　級 105 1.9 1.9 14.3 1.0 1.9 1.0 - 1.0 - - - - -

３　級 64 - 3.1 7.8 1.6 1.6 3.1 1.6 3.1 - 1.6 1.6 - -

４　級 94 1.1 1.1 5.3 1.1 2.1 - - - - - - - -

５　級 22 - - - - - - - - - - - - -

６　級 21 - - - - - - - - - - - - -

視覚障がい 30 - 3.3 26.7 - - - - - - - - - -

聴覚障がい 28 - 3.6 10.7 3.6 3.6 - - - - - - - -

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 - - 22.2 - 11.1 - - - - - - - -

肢体不自由（上肢） 50 6.0 2.0 12.0 2.0 4.0 6.0 - 4.0 2.0 2.0 2.0 - -

肢体不自由（下肢） 128 0.8 0.8 8.6 0.8 - 3.1 2.3 3.9 - - - - -

肢体不自由（体幹） 30 16.7 - 26.7 - 3.3 - - - - - - - -

内部障がい（それ以外） 129 1.6 1.6 5.4 1.6 2.3 1.6 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8

無回答 42 - 2.4 7.1 - 4.8 - - - - - - - -

全　体

所

有

手

帳

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

障

が

い

部

位

別
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＜今後の利用意向＞
単位:％

サ

ン

プ

ル

数

①

居

宅

介

護

（

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

）

②

重

度

訪

問

介

護

③

同

行

援

護

④

行

動

援

護

⑤

重

度

障

害

者

等

包

括

支援

⑥

生

活

介

護

⑦

自

立

訓

練

（

機

能

訓

練

、

生

活

訓

練

）

⑧

自

立

生

活

援

助

⑨

就

労

移

行

支

援

⑩

就

労

継

続

支

援

（

Ａ

型

、

Ｂ

型

）

⑪

療

養

介

護

⑫

短

期

入

所

（

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

）

⑬

共

同

生

活

援

助

（

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

）

657 18.1 13.7 11.1 14.9 12.9 19.9 22.7 23.0 15.4 16.9 15.4 19.8 16.0

身体障害者手帳 446 19.5 16.1 13.5 10.1 13.0 19.5 18.4 18.4 11.4 11.7 14.1 17.9 11.9

療育手帳 133 12.8 13.5 6.8 26.3 12.0 24.8 30.1 28.6 23.3 30.1 14.3 28.6 30.8

精神障害者保健福祉手帳 143 18.2 10.5 7.7 23.1 11.2 18.2 27.3 30.8 21.7 23.1 19.6 14.7 14.0

無回答 27 11.1 7.4 14.8 7.4 14.8 22.2 33.3 33.3 14.8 7.4 22.2 29.6 18.5

１　級 140 23.6 25.7 19.3 12.1 19.3 25.7 20.7 20.0 10.0 10.0 20.0 25.0 15.7

２　級 105 17.1 14.3 15.2 11.4 14.3 21.0 21.0 24.8 15.2 17.1 15.2 17.1 14.3

３　級 64 15.6 10.9 7.8 7.8 7.8 12.5 15.6 14.1 12.5 14.1 6.3 12.5 7.8

４　級 94 21.3 11.7 7.4 7.4 9.6 16.0 16.0 12.8 8.5 6.4 10.6 16.0 7.4

５　級 22 18.2 9.1 18.2 13.6 4.5 18.2 18.2 22.7 18.2 18.2 18.2 13.6 13.6

６　級 21 9.5 4.8 4.8 4.8 4.8 9.5 9.5 9.5 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8

視覚障がい 30 26.7 10.0 53.3 10.0 13.3 20.0 13.3 20.0 13.3 13.3 16.7 20.0 16.7

聴覚障がい 28 3.6 3.6 3.6 7.1 3.6 10.7 3.6 7.1 7.1 10.7 3.6 7.1 7.1

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 22.2 11.1 11.1 11.1 11.1 22.2 22.2 33.3 - - 22.2 33.3 22.2

肢体不自由（上肢） 50 16.0 20.0 12.0 10.0 14.0 28.0 18.0 16.0 6.0 10.0 16.0 22.0 14.0

肢体不自由（下肢） 128 25.0 17.2 8.6 8.6 12.5 18.8 20.3 18.8 12.5 10.2 11.7 18.0 9.4

肢体不自由（体幹） 30 20.0 23.3 13.3 13.3 16.7 23.3 13.3 20.0 13.3 13.3 23.3 23.3 10.0

内部障がい（それ以外） 129 17.8 18.6 14.7 11.6 17.1 20.2 21.7 17.8 11.6 10.9 17.1 20.2 14.7

無回答 42 16.7 9.5 4.8 9.5 4.8 11.9 19.0 23.8 16.7 21.4 7.1 4.8 7.1

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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サ

ン

プ

ル

数

⑭

施

設

入

所

支

援

⑮

就

労

定

着

支

援

⑯

計

画

相

談

支

援

⑰

地

域

移

行

支

援

⑱

地

域

定

着

支

援

⑲

児

童

発

達

支

援

⑳

放

課

後

等

デ

イ

サ

ー

ビス

㉑

障

害

児

相

談

支

援

㉒

居

宅

訪

問

型

児

童

発

達

支

援

㉓

保

育

所

等

訪

問

支

援

㉔

医

療

型

児

童

発

達

支

援

㉕

福

祉

型

児

童

入

所

支

援

㉖

医

療

型

児

童

入

所

支

援

657 14.9 13.7 24.7 16.9 23.0 8.7 5.8 7.0 3.2 3.3 4.9 4.0 4.1

身体障害者手帳 446 12.6 9.2 18.4 14.1 18.2 6.1 3.4 4.3 2.9 2.5 3.8 2.9 2.9

療育手帳 133 28.6 22.6 43.6 25.6 33.1 18.8 18.0 19.5 5.3 7.5 10.5 8.3 9.8

精神障害者保健福祉手帳 143 10.5 21.7 28.7 19.6 30.8 8.4 2.1 6.3 2.1 1.4 4.9 3.5 4.2

無回答 27 14.8 11.1 22.2 22.2 18.5 7.4 11.1 7.4 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7

１　級 140 20.0 5.7 24.3 17.1 21.4 7.1 4.3 5.0 2.9 2.1 4.3 2.1 2.1

２　級 105 13.3 15.2 22.9 15.2 22.9 6.7 3.8 5.7 3.8 2.9 4.8 4.8 4.8

３　級 64 9.4 12.5 14.1 15.6 14.1 7.8 6.3 7.8 6.3 6.3 7.8 6.3 6.3

４　級 94 6.4 5.3 9.6 7.4 12.8 3.2 - - - - - - -

５　級 22 4.5 13.6 18.2 18.2 18.2 9.1 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5

６　級 21 4.8 4.8 9.5 9.5 9.5 - - - - - - - -

視覚障がい 30 16.7 13.3 26.7 20.0 26.7 3.3 - - - - - - -

聴覚障がい 28 7.1 3.6 7.1 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 11.1 - 33.3 22.2 44.4 - - 11.1 - - - - -

肢体不自由（上肢） 50 22.0 6.0 22.0 14.0 18.0 8.0 6.0 8.0 4.0 4.0 6.0 4.0 4.0

肢体不自由（下肢） 128 10.2 7.0 17.2 11.7 16.4 6.3 4.7 5.5 3.1 2.3 4.7 2.3 2.3

肢体不自由（体幹） 30 13.3 13.3 30.0 10.0 16.7 3.3 3.3 3.3 6.7 6.7 6.7 6.7 6.7

内部障がい（それ以外） 129 14.0 9.3 16.3 17.1 17.8 7.8 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 3.1

無回答 42 4.8 19.0 14.3 16.7 23.8 4.8 2.4 4.8 2.4 - 4.8 4.8 2.4
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８．相談などについて

（１）生活上の不満、心配ごと、悩みなど

生活上の不満、心配ごと、悩みなどについて尋ねたところ、「老後についての不安」

（48.1％）、「身体の機能が低下するのではとの不安」（44.6％）、「経済的な面での不満、不

安」（43.8％）、「健康上の心配、悩み」（42.6％）、「将来のことが不安」（39.3％）の５項目が

他を大きく上回っています。

なお、「特にない」（13.9％）と回答した人は１割強にとどまっています。

＜生活上の不満、心配ごと、悩みなど＞

問 48 あなたは、現在の生活の中で、不満なことや心配なこと、悩んでいることはありますか。

（あてはまるものすべてに○）
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手帳種類別にみると、身体障害者手帳所有者は「身体の機能が低下するのではとの不安」

（51.8％）、療育手帳所有者は「将来のことが心配」（53.4％）、精神障害者保健福祉手帳所有

者は「経済的な面での不満、不安」（60.8％）がそれぞれ最も多くなっています。

身体障害者手帳の等級別にみると、すべての等級で「身体の機能が低下するのではとの不

安」が、最も多くなっています。

障がい部位別にみると、いずれも全体の上位３項目が多い傾向がみられます。

＜生活上の不満、心配ごと、悩みなど＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

身

体

の

機

能

が
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問

題

に
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、
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そ
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他

特

に

な

い

657 44.6 42.6 43.8 48.1 39.3 10.5 13.2 11.9 4.7 4.6 5.6 5.3 2.4 13.9

身体障害者手帳 446 51.8 43.3 40.4 46.4 33.9 7.8 9.2 8.1 3.4 4.3 3.6 2.5 1.8 14.8

療育手帳 133 25.6 30.8 36.8 45.9 53.4 4.5 27.1 16.5 6.8 3.8 6.8 7.5 3.0 12.8

精神障害者保健福祉手帳 143 36.4 47.6 60.8 54.5 50.3 23.8 16.1 17.5 6.3 7.0 14.0 11.9 3.5 7.0

無回答 27 37.0 48.1 51.9 55.6 37.0 11.1 7.4 18.5 7.4 3.7 3.7 3.7 - 22.2

１　級 140 56.4 45.0 42.1 45.7 36.4 3.6 10.7 4.3 0.7 3.6 2.1 2.9 2.1 11.4

２　級 105 49.5 44.8 39.0 48.6 40.0 10.5 11.4 9.5 4.8 6.7 6.7 3.8 - 7.6

３　級 64 48.4 43.8 48.4 46.9 32.8 14.1 12.5 9.4 6.3 1.6 3.1 1.6 1.6 15.6

４　級 94 46.8 38.3 35.1 44.7 25.5 6.4 4.3 6.4 2.1 6.4 3.2 2.1 2.1 22.3

５　級 22 54.5 45.5 36.4 54.5 27.3 18.2 9.1 18.2 9.1 - - - 4.5 18.2

６　級 21 61.9 42.9 38.1 38.1 33.3 - - 19.0 4.8 - 4.8 - 4.8 33.3

視覚障がい 30 63.3 53.3 36.7 73.3 40.0 3.3 10.0 10.0 - 3.3 - - 3.3 6.7

聴覚障がい 28 32.1 32.1 39.3 28.6 28.6 7.1 10.7 7.1 3.6 3.6 - - - 25.0

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 22.2 44.4 11.1 33.3 22.2 22.2 11.1 11.1 - 11.1 - - - 33.3

肢体不自由（上肢） 50 54.0 52.0 46.0 48.0 46.0 4.0 8.0 10.0 2.0 - - 4.0 6.0 16.0

肢体不自由（下肢） 128 62.5 46.9 43.0 42.2 35.9 8.6 9.4 9.4 4.7 3.9 3.1 2.3 3.1 14.8

肢体不自由（体幹） 30 60.0 36.7 40.0 56.7 40.0 10.0 16.7 6.7 6.7 10.0 10.0 - - 6.7

内部障がい（それ以外） 129 47.3 40.3 40.3 48.1 29.5 7.0 6.2 5.4 0.8 3.9 3.9 3.1 - 14.7

無回答 42 35.7 35.7 35.7 40.5 23.8 11.9 11.9 9.5 9.5 7.1 9.5 4.8 - 14.3
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（２）相談相手

相談相手について尋ねたところ、「家族や親せき」（67.1％）が６割半ばを占め圧倒的に多く、

次いで「友人・知人」（28.3％）、「かかりつけの医師や看護師」（24.2％）となっています。

なお、「行政機関の相談窓口」（5.5％）は１割以下にとどまっています。

＜相談相手＞

問 49 あなたは、普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますか。（あてはまるものすべてに

○）
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所有手帳別にみると、いずれも「家族や親せき」が最も多くなっています。また、療育手帳

所有者は「施設の指導員など」が、精神障害者保健福祉手帳所有者は「かかりつけの医師や看

護師」が他を上回っています。

身体障害者手帳の等級別および障がい部位別にみても、いずれも「家族や親せき」が最も多

くなっています。また、肢体不自由（下肢）で「職場の上司や同僚」が他を上回っています。

＜相談相手＞
単位:％
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657 67.1 28.3 3.0 5.8 11.7 8.4 1.8 24.2 6.2 1.8 2.4 4.7 5.5 4.7

身体障害者手帳 446 68.8 32.3 3.8 4.7 7.2 7.8 2.0 22.2 7.2 1.8 1.1 2.9 5.2 3.8

療育手帳 133 66.2 9.0 2.3 5.3 30.1 12.0 3.0 18.8 3.0 3.0 9.0 11.3 9.0 7.5

精神障害者保健福祉手帳 143 62.9 24.5 1.4 7.0 11.9 8.4 2.1 40.6 7.0 1.4 1.4 5.6 6.3 7.0

無回答 27 55.6 40.7 3.7 11.1 11.1 - - 11.1 3.7 - - - 7.4 -

１　級 140 72.9 28.6 2.9 4.3 12.1 11.4 3.6 29.3 11.4 1.4 1.4 4.3 7.9 2.9

２　級 105 60.0 28.6 3.8 1.9 8.6 9.5 1.9 21.0 6.7 1.9 - 1.9 5.7 3.8

３　級 64 67.2 40.6 1.6 4.7 4.7 4.7 - 10.9 7.8 4.7 3.1 4.7 3.1 9.4

４　級 94 72.3 33.0 6.4 6.4 2.1 5.3 2.1 20.2 3.2 1.1 1.1 2.1 4.3 2.1

５　級 22 81.8 27.3 9.1 4.5 4.5 - - 22.7 4.5 - - - - -

６　級 21 61.9 52.4 - 14.3 - 4.8 - 23.8 - - - - - 4.8

視覚障がい 30 80.0 36.7 - 3.3 10.0 16.7 3.3 16.7 10.0 - - 10.0 13.3 -

聴覚障がい 28 53.6 35.7 - 3.6 3.6 - - 7.1 - 3.6 - - - 7.1

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 66.7 22.2 - - 22.2 11.1 - 33.3 22.2 - - - 11.1 33.3

肢体不自由（上肢） 50 70.0 40.0 2.0 2.0 10.0 12.0 2.0 22.0 8.0 4.0 4.0 4.0 4.0 2.0

肢体不自由（下肢） 128 72.7 38.3 5.5 10.2 7.0 8.6 2.3 22.7 9.4 0.8 1.6 2.3 2.3 3.1

肢体不自由（体幹） 30 60.0 26.7 6.7 - 10.0 16.7 6.7 33.3 6.7 3.3 3.3 3.3 3.3 -

内部障がい（それ以外） 129 72.9 27.1 3.1 2.3 4.7 3.9 0.8 20.9 5.4 0.8 - 2.3 5.4 3.9

無回答 42 52.4 21.4 7.1 4.8 7.1 4.8 2.4 28.6 4.8 4.8 - 2.4 11.9 4.8

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体



－76－

（３）障がいや福祉サービスに関する情報の入手先

障がいや福祉サービスに関する情報の入手先について尋ねたところ、「本や新聞、雑誌の記

事、テレビやラジオのニュース」（31.1％）が最も多く、次いで「行政機関の広報誌」、「家族

や親せき、友人・知人」（28.6％）となっています。

なお、相談先の割合と同様に、「行政機関の相談窓口」は１割以下にとどまっています。

＜障がいや福祉サービスに関する情報の入手先＞

問 50 あなたは障がいのことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知ることが多いです

か。（あてはまるものすべてに○）
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所有手帳別にみると、いずれも上位３項目は全体と同様に高い割合となっていますが、精神

障害者保健福祉手帳所有者は「かかりつけの医師や看護師」が最も多くなっています。

身体障害者手帳の等級別および障がい部位別にみても、全体傾向とほぼ同様となっています。

また、肢体不自由（体幹）においては「サービス事業所の人や施設職員」が他を上回っていま

す。

＜障がいや福祉サービスに関する情報の入手先＞

単位:％
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657 31.1 28.6 22.4 28.6 14.2 4.9 19.5 11.1 0.9 3.3 4.1 9.1 2.1

身体障害者手帳 446 32.3 32.5 22.0 26.0 9.9 4.5 19.1 12.8 0.9 1.8 3.4 8.5 1.3

療育手帳 133 23.3 20.3 16.5 37.6 35.3 9.0 12.0 6.8 1.5 12.0 9.8 9.8 5.3

精神障害者保健福祉手帳 143 23.1 14.7 26.6 24.5 14.7 2.1 29.4 11.2 0.7 1.4 6.3 13.3 3.5

無回答 27 44.4 40.7 11.1 29.6 7.4 7.4 11.1 3.7 - 3.7 - - -

１　級 140 34.3 31.4 17.1 27.1 15.0 8.6 25.7 17.9 - 2.1 3.6 7.1 2.1

２　級 105 30.5 28.6 21.9 27.6 12.4 5.7 17.1 12.4 1.0 1.0 4.8 8.6 1.0

３　級 64 35.9 29.7 31.3 26.6 7.8 1.6 10.9 7.8 1.6 6.3 3.1 7.8 1.6

４　級 94 29.8 38.3 17.0 24.5 5.3 1.1 18.1 9.6 2.1 - 3.2 12.8 1.1

５　級 22 22.7 27.3 36.4 13.6 - - 18.2 18.2 - - - 9.1 -

６　級 21 38.1 47.6 33.3 28.6 - - 14.3 4.8 - - - - -

視覚障がい 30 36.7 33.3 16.7 40.0 10.0 30.0 16.7 16.7 - - 3.3 16.7 -

聴覚障がい 28 32.1 32.1 14.3 28.6 3.6 - 7.1 - 3.6 - - 3.6 3.6

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 22.2 11.1 11.1 33.3 11.1 - 44.4 33.3 - - - 11.1 22.2

肢体不自由（上肢） 50 30.0 30.0 42.0 30.0 16.0 - 22.0 12.0 2.0 4.0 8.0 8.0 2.0

肢体不自由（下肢） 128 36.7 38.3 26.6 28.1 7.8 3.9 15.6 19.5 0.8 3.9 1.6 7.8 0.8

肢体不自由（体幹） 30 20.0 23.3 20.0 33.3 33.3 3.3 20.0 23.3 - - - - -

内部障がい（それ以外） 129 34.9 34.9 17.8 22.5 5.4 3.9 20.2 8.5 - - 3.9 8.5 0.8

無回答 42 21.4 21.4 9.5 7.1 9.5 - 26.2 - 2.4 2.4 7.1 14.3 -

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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９．権利擁護について

（１）差別を受けた経験の有無

差別を受けた経験があるかどうか尋ねたところ、「ある」（18.1％）と「少しある」

（12.8％）を合わせた 30.9％が『ある』と回答しています。

所有手帳別にみると、『ある』は療育手帳所有者（45.2％）が最も多く、次いで、精神障害

者保健福祉手帳所有者（37.1％）、身体障害者手帳所有者（26.0％）となっています。

＜差別を受けた経験の有無＞

問 51 あなたは、障がいがあることで差別や嫌な思いをする（した）ことがありますか。

（○は１つだけ）

ある 少しある ない 無回答

凡例

全　　体 （N=657） 30.9

身体障碍者手帳 （n=446） 26.0

療育手帳 （n=133） 45.2

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143） 37.1

所

有

手

帳

別

『

あ

る

』

18.1

15.7

24.1

22.4

12.8

10.3

21.1

14.7

56.3 

60.3 

36.1 

51.0 

12.8

13.7

18.8

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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身体障害者手帳の等級別にみると、２級で『ある』と回答した人が３割を超え高くなってい

ます。

障がい部位別にみると、内部障がいは『ある』と回答した人が、他を下回っています。

＜差別を受けた経験の有無＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

あ

る

少

し

あ

る

な

い

無

回

答

『

あ

る

』

657 18.1 12.8 56.3 12.8 30.9

１　級 140 15.0 6.4 61.4 17.1 21.4

２　級 105 20.0 16.2 49.5 14.3 36.2

３　級 64 15.6 12.5 62.5 9.4 28.1

４　級 94 10.6 9.6 68.1 11.7 20.2

５　級 22 18.2 4.5 63.6 13.6 22.7

６　級 21 19.0 9.5 61.9 9.5 28.5

視覚障がい 30 26.7 16.7 46.7 10.0 43.4

聴覚障がい 28 35.7 14.3 35.7 14.3 50.0

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 22.2 - 66.7 11.1 22.2

肢体不自由（上肢） 50 22.0 8.0 60.0 10.0 30.0

肢体不自由（下肢） 128 17.2 10.9 58.6 13.3 28.1

肢体不自由（体幹） 30 16.7 20.0 53.3 10.0 36.7

内部障がい（それ以外） 129 6.2 8.5 73.6 11.6 14.7

無回答 42 9.5 4.8 54.8 31.0 14.3

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（２）成年後見制度認知状況

成年後見制度の認知について尋ねたところ、「名前を聞いたことがあるが、内容を知らな

い」（29.7％）が最も多く、「名前も内容も知っている」（26.6％）も含めた『知っている』

（56.3％）は半数以上を占めています。

所有手帳別にみると、『知っている』の割合はいずれも５割半ばとなっています。

＜成年後見制度認知状況＞

問 53 成年後見制度についてご存じですか。（○は１つだけ）

名前も内容も

知っている

名前を聞いたことが

あるが、内容は知ら

ない

名前も内容も

知らない
無回答

凡例

全　　体 （N=657） 56.3

身体障碍者手帳 （n=446） 56.0

療育手帳 （n=133） 57.1

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143） 56.0

所

有

手

帳

別

『

知

っ

て

い

る

』

26.6

29.1

24.8

21.7

29.7

26.9

32.3

34.3

29.5 

28.3 

29.3 

28.7 

14.2

15.7

13.5

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、『知っている』の割合が最も高いのは５級（68.2％）、最

も低いのは３級（48.4％）となっています。

障がい部位別にみると、音声・言語・そしゃく機能障がいは『知っている』と回答した人が

22.2％と、他を大きく下回っています。

＜成年後見制度認知状況＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

名

前

も

内

容

も

知

っ

て

いる

名

前

を

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

が

、

内

容

は

知

ら

な

い

名

前

も

内

容

も

知

ら

な

い

無

回

答

『

知

っ

て

い

る

』

657 26.6 29.7 29.5 14.2 56.3

１　級 140 31.4 30.0 23.6 15.0 61.4

２　級 105 27.6 25.7 26.7 20.0 53.3

３　級 64 25.0 23.4 39.1 12.5 48.4

４　級 94 27.7 25.5 28.7 18.1 53.2

５　級 22 27.3 40.9 27.3 4.5 68.2

６　級 21 42.9 14.3 33.3 9.5 57.2

視覚障がい 30 40.0 46.7 13.3 - 86.7

聴覚障がい 28 25.0 17.9 42.9 14.3 42.9

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 11.1 11.1 55.6 22.2 22.2

肢体不自由（上肢） 50 28.0 30.0 32.0 10.0 58.0

肢体不自由（下肢） 128 34.4 25.8 25.0 14.8 60.2

肢体不自由（体幹） 30 26.7 36.7 26.7 10.0 63.4

内部障がい（それ以外） 129 28.7 26.4 26.4 18.6 55.1

無回答 42 16.7 16.7 35.7 31.0 33.4

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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10．災害時の避難等について

（１）災害時に一人で避難できるか

災害時に一人で避難できるか尋ねたところ、「できる」（40.8％）が「できない」（28.3％）

を上回っています。

所有手帳別にみると、「できない」と回答した人は、療育手帳所有者（47.4％）が最も多く、

次いで、身体障害者手帳所有者（28.9％）、精神保健福祉手帳所有者（16.1％）となっていま

す。なお、療育手帳所有者のみ「できない」（47.4％）が「できる」（18.8％）を上回っていま

す。

＜災害時に一人で避難できるか＞

問 54 あなたは、火事や地震等の災害時に一人で避難できますか。（○は１つだけ）

できる できない わからない 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

40.8 

43.3 

18.8 

44.8 

28.3 

28.9 

47.4 

16.1 

23.7 

19.7 

26.3 

29.4 

7.2 

8.1 

7.5 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、等級が重度になるほど「できない」と回答した人の割合

が高い傾向がみられます。また、１～２級の重度では「できない」が「できる」を上回り、３

～６級の中度・軽度では「できる」が「できない」を上回っています。

障がい部位別にみると、聴覚障がい、肢体不自由（上肢）・（下肢）、内部障がいは「でき

る」が「できない」を上回り、視覚障がい、音声・言語・そしゃく障がい、肢体不自由（体

幹）は「できない」が「できる」を上回っています。

＜災害時に一人で避難できるか＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数
で

き

る

で

き

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

657 40.8 28.3 23.7 7.2

１　級 140 37.1 41.4 12.9 8.6

２　級 105 32.4 35.2 19.0 13.3

３　級 64 39.1 21.9 34.4 4.7

４　級 94 56.4 16.0 22.3 5.3

５　級 22 68.2 13.6 13.6 4.5

６　級 21 66.7 9.5 19.0 4.8

視覚障がい 30 13.3 56.7 26.7 3.3

聴覚障がい 28 50.0 14.3 25.0 10.7

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 22.2 55.6 11.1 11.1

肢体不自由（上肢） 50 46.0 32.0 20.0 2.0

肢体不自由（下肢） 128 36.7 34.4 23.4 5.5

肢体不自由（体幹） 30 13.3 60.0 23.3 3.3

内部障がい（それ以外） 129 62.8 17.8 11.6 7.8

無回答 42 42.9 4.8 23.8 28.6

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（２）家族不在や一人暮らしの場合、近所で助けてくれる人の有無

家族不在や一人暮らしの場合、近所で助けてくれる人の有無を尋ねたところ、「いない」

（35.2％）が「いる」（22.2％）を上回っています。

所有手帳別にみると、「いる」の割合は身体障害者手帳所有者（25.6％）、精神障害者保健福

祉手帳所有者（20.3％）、療育手帳所有者（11.3％）で、いずれも「いない」が「いる」を上

回っています。

＜家族不在や一人暮らしの場合、近所で助けてくれる人の有無＞

問 55 家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所にあなたを助けてくれる人はいますか。

（○は１つだけ）

いる いない わからない 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

22.2 

25.6 

11.3 

20.3 

35.2 

32.3 

43.6 

42.7 

33.0 

31.6 

33.8 

26.6 

9.6 

10.5 

11.3 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、１～３級は「いない」が「いる」を上回り、４～６級は

「いる」が「いない」を上回っています。

障がい部位別にみると、肢体不自由（体幹）で「いる」と「いない」が同数、聴覚障がいで

「いる」が「いない」を上回っています。

＜家族不在や一人暮らしの場合、近所で助けてくれる人の有無＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

い

る

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

657 22.2 35.2 33.0 9.6

１　級 140 20.7 37.1 31.4 10.7

２　級 105 24.8 39.0 21.9 14.3

３　級 64 25.0 28.1 35.9 10.9

４　級 94 31.9 27.7 31.9 8.5

５　級 22 27.3 13.6 54.5 4.5

６　級 21 33.3 19.0 42.9 4.8

視覚障がい 30 23.3 60.0 16.7 -

聴覚障がい 28 25.0 14.3 50.0 10.7

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 - 44.4 33.3 22.2

肢体不自由（上肢） 50 30.0 30.0 32.0 8.0

肢体不自由（下肢） 128 28.1 28.9 32.8 10.2

肢体不自由（体幹） 30 23.3 33.3 36.7 6.7

内部障がい（それ以外） 129 24.8 34.1 31.8 9.3

無回答 42 23.8 28.6 21.4 26.2

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（３）災害時に困ること

災害時に困ることを尋ねたところ、「避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安」

（43.2％）、「治療や投薬が受けられない」（42.9％）、「安全なところまで、迅速に避難するこ

とができない」（39.0％）の３項目が多くなっています。

なお、「特にない」（15.4％）は１割強にとどまっています。

＜災害時に困ること＞

問 56 火事や地震等の災害時に困ることは何ですか。（あてはまるものすべてに○）

43.2 42.9

39.0

20.4 19.9
17.4

11.0
8.5

2.7

15.4
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安
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と
こ
ろ
ま
で
、
迅
速
に
避
難
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る
こ
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が
で
き
な
い

救
助
を
求
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こ
と
が
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と
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シ
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況
、
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や
日
常
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用
具
の
入
手
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で
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な
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る

補
装
具
の
使
用
が
困
難
に
な
る

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=657)%
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所有手帳別にみると、いずれも全体の上位３項目が多い傾向がみられます。また、療育手帳

所有者は「救助を求めることができない」、「周囲とコミュニケーションがとれない」が他を上

回っています。

身体障害者手帳の等級別および障がい部位別にみても、いずれも全体の上位３項目が多い傾

向がみられます。

また、視覚障がいでは「安全なところまで、迅速に避難することができない」が他を上回っ

ています。

＜災害時に困ること＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

治

療

や

投

薬

が

受

け

ら

れ

な

い

補

装

具

の

使

用

が

困

難

に

な

る

補

装

具

や

日

常

生

活

用

具

の

入

手

が

で

き

な

く

な

る

救

助

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

な

い

安

全

な

と

こ

ろ

ま

で

、

迅

速

に

避

難

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

被

害

状

況

、

避

難

場

所

な

ど

の

情

報

が

入

手

で

き

ない

周

囲

と

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

と

れ

な

い

避

難

場

所

の

設

備

（

ト

イ

レ

等

）

や

生

活

環

境

が

不安

そ

の

他

特

に

な

い

657 42.9 8.5 11.0 20.4 39.0 17.4 19.9 43.2 2.7 15.4

身体障害者手帳 446 42.6 11.7 13.0 16.4 40.8 13.5 13.0 43.0 2.5 16.8

療育手帳 133 33.8 5.3 11.3 45.9 48.9 33.8 40.6 42.1 4.5 9.0

精神障害者保健福祉手帳 143 49.0 2.1 9.8 11.2 23.8 17.5 22.4 45.5 3.5 11.9

無回答 27 37.0 7.4 11.1 18.5 37.0 7.4 14.8 48.1 - 29.6

１　級 140 53.6 11.4 15.0 25.7 48.6 17.9 17.1 45.0 2.9 10.0

２　級 105 36.2 13.3 14.3 19.0 43.8 18.1 18.1 47.6 1.9 16.2

３　級 64 40.6 7.8 7.8 14.1 37.5 4.7 9.4 39.1 3.1 17.2

４　級 94 37.2 12.8 12.8 5.3 35.1 10.6 7.4 45.7 1.1 20.2

５　級 22 45.5 18.2 18.2 4.5 31.8 9.1 4.5 40.9 - 31.8

６　級 21 28.6 4.8 4.8 9.5 19.0 4.8 4.8 9.5 9.5 33.3

視覚障がい 30 46.7 20.0 13.3 36.7 83.3 43.3 23.3 60.0 - 10.0

聴覚障がい 28 32.1 17.9 14.3 21.4 17.9 21.4 32.1 21.4 10.7 21.4

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 44.4 22.2 11.1 33.3 33.3 22.2 44.4 44.4 - 33.3

肢体不自由（上肢） 50 32.0 4.0 14.0 14.0 48.0 8.0 10.0 36.0 4.0 32.0

肢体不自由（下肢） 128 44.5 18.0 17.2 17.2 55.5 8.6 10.9 50.0 2.3 14.1

肢体不自由（体幹） 30 40.0 6.7 16.7 43.3 63.3 20.0 20.0 63.3 - 10.0

内部障がい（それ以外） 129 51.2 7.8 7.8 6.2 24.0 9.3 5.4 38.8 1.6 15.5

無回答 42 28.6 4.8 11.9 7.1 9.5 14.3 14.3 31.0 2.4 14.3

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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（４）災害発生時に（発生時に備えて）行政に力を入れてほしいこと

災害発生時（発生時に備えて）に行政（国・県・市など）に力を入れてほしいことを尋ねた

ところ、「被害状況等についての情報提供」（36.7％）が最も多く、次いで「地域の人々（民生

委員・児童委員含）と連携した救助体制の整備」（16.7％）、「避難場所の周知」（12.3％）とな

っています。

所有手帳別にみると、概ね全体の傾向と同様ですが、精神障害者保健福祉手帳所有者は「被

災後の心のケア」（16.1％）が他をやや上回っています。

＜災害発生時に（発生時に備えて）行政に力を入れてほしいこと＞

問 57 今後、災害が発生した際に（または発生時に備えて）行政（国・県・市など）に特に力を

入れてほしいことは何ですか。（○は１つだけ）

被害状況等

についての

情報提供

地域の人々

(民生委員・

児童委員等

を含む)と連

携した救助

体制の整備

避難場所の

周知

災害や災害

発生時の行

動指針等に

関する知識

の普及

被災後の心

のケア
その他 無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

36.7 

39.5 

28.6 

28.0 

16.7 

16.1 

26.3 

11.9 

12.3 

12.6 

12.0 

12.6 

8.1 

8.7 

4.5 

7.7 

8.5 

5.6 

10.5 

16.1 

5.2 

4.3 

5.3 

9.8 

12.5 

13.2 

12.8 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、いずれも「被害状況等についての情報提供」が最も多く

なっています。

障がい部位別にみると、概ね全体傾向と同様になっていますが、聴覚障がいおよび肢体不自

由（体幹）で「災害や災害発生時の行動指針等に関する知識の普及」が他を上回っています。

＜災害発生時に（発生時に備えて）行政に力を入れてほしいこと＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

被

害

状

況

等

に

つ

い

て

の

情

報

提

供

地

域

の

人

々

(

民

生

委

員

・

児

童

委

員

等

を

含

む

)
と

連

携

し

た

救

助

体

制

の

整

備

避

難

場

所

の

周

知

災

害

や

災

害

発

生

時

の

行

動

指

針

等

に

関

す

る

知

識

の

普

及

被

災

後

の

心

の

ケ

ア

そ

の

他

無

回

答

657 36.7 16.7 12.3 8.1 8.5 5.2 12.5

１　級 140 36.4 22.9 9.3 7.1 5.7 5.0 13.6

２　級 105 34.3 14.3 7.6 10.5 6.7 6.7 20.0

３　級 64 37.5 14.1 21.9 10.9 3.1 1.6 10.9

４　級 94 44.7 12.8 17.0 9.6 3.2 3.2 9.6

５　級 22 59.1 - 18.2 4.5 13.6 - 4.5

６　級 21 47.6 19.0 4.8 4.8 9.5 4.8 9.5

視覚障がい 30 26.7 30.0 13.3 10.0 10.0 6.7 3.3

聴覚障がい 28 42.9 14.3 10.7 14.3 3.6 - 14.3

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 33.3 - 33.3 - - - 33.3

肢体不自由（上肢） 50 48.0 10.0 8.0 8.0 8.0 8.0 10.0

肢体不自由（下肢） 128 44.5 22.7 12.5 4.7 3.9 3.9 7.8

肢体不自由（体幹） 30 33.3 16.7 13.3 16.7 3.3 3.3 13.3

内部障がい（それ以外） 129 41.1 12.4 15.5 10.1 5.4 3.1 12.4

無回答 42 21.4 9.5 4.8 9.5 9.5 7.1 38.1

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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11．コロナ禍における暮らしについて

（１）コロナ禍での不安

コロナ禍での不安ついて尋ねたところ、「感染する不安（本人・家族を含む）」（54.5％）が

最も多く、「体調管理・健康面の不安」（35.0％）、「感染予防への不安」（31.7％）、「外出する

ことへの不安」（27.2％）、「外出しづらいことへの不安」（26.3％）、「収入等・金銭面への不

安」（23.9％）の順となっています。

＜コロナ禍での不安＞

問 58 コロナ禍で不安に感じていることは、どのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○）

54.5

35.0
31.7

27.2 26.3
23.9

2.7

12.3

0

10

20

30

40

50

60

感
染
す
る
不
安

（
本
人
・
家
族
を
含
む
）

体
調
管
理
・
健
康
面
の
不
安

感
染
予
防
へ
の
不
安

外
出
す
る
こ
と
へ
の
不
安

外
出
し
づ
ら
い
こ
と
へ
の
不
安

収
入
等
・
金
銭
面
へ
の
不
安

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=657)%
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所有手帳別にみると、概ね全体傾向と同様になっていますが、療育手帳所有者では「外出す

ることへの不安」、精神障害者保健福祉手帳所有者では「収入等・金銭面への不安」が他を上

回っています。

身体障害者手帳の等級別にみると、全体の上位３項目が多い傾向がみられます。また、等級

が軽度になるほど「特にない」と回答した割合が高い傾向がみられます。

障がい部位別にみると、概ね全体傾向と同様になっていますが、肢体不自由（体幹）で「そ

の他」、「特にない」以外が他を上回っています。

＜コロナ禍での不安＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

感

染

予

防

へ

の

不

安

感

染

す

る

不

安

（

本

人

・

家

族

を

含

む

）

体

調

管

理

・

健

康

面

の

不安

収

入

等

・

金

銭

面

へ

の

不安

外

出

し

づ

ら

い

こ

と

へ

の

不

安

外

出

す

る

こ

と

へ

の

不

安

そ

の

他

特

に

な

い

657 31.7 54.5 35.0 23.9 26.3 27.2 2.7 12.3

身体障害者手帳 446 32.5 52.9 35.2 21.1 23.5 27.8 2.5 13.9

療育手帳 133 35.3 57.9 34.6 26.3 35.3 23.3 4.5 6.8

精神障害者保健福祉手帳 143 27.3 45.5 32.9 32.2 25.9 27.3 4.9 11.2

無回答 27 18.5 51.9 29.6 25.9 11.1 25.9 - 7.4

１　級 140 32.9 56.4 40.0 20.0 23.6 30.7 4.3 7.1

２　級 105 35.2 44.8 37.1 26.7 24.8 31.4 2.9 13.3

３　級 64 39.1 50.0 28.1 20.3 26.6 28.1 3.1 14.1

４　級 94 25.5 56.4 29.8 18.1 25.5 20.2 - 19.1

５　級 22 31.8 63.6 45.5 27.3 18.2 36.4 - 22.7

６　級 21 28.6 52.4 28.6 9.5 4.8 14.3 - 28.6

視覚障がい 30 20.0 56.7 23.3 23.3 26.7 33.3 6.7 13.3

聴覚障がい 28 39.3 50.0 35.7 25.0 21.4 17.9 3.6 14.3

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 33.3 44.4 55.6 11.1 - 33.3 - -

肢体不自由（上肢） 50 34.0 48.0 38.0 12.0 24.0 30.0 4.0 22.0

肢体不自由（下肢） 128 30.5 55.5 32.0 18.8 27.3 22.7 1.6 18.8

肢体不自由（体幹） 30 43.3 63.3 50.0 30.0 26.7 46.7 - 3.3

内部障がい（それ以外） 129 34.9 56.6 38.0 23.3 22.5 28.7 1.6 11.6

無回答 42 26.2 33.3 26.2 23.8 16.7 26.2 4.8 7.1

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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（２）コロナ禍で困っていること

コロナ禍で困っていることついて尋ねたところ、「感染予防・対策」（30.6％）が最も多く、「外出

を自粛していること」（27.1％）、「医療機関を受診しづらい」（24.2％）、「健康維持・体力の低下、

障がいの重度化」（21.3％）、「メンタルや気持ちのコントロール」（18.1％）の順となっています。

＜コロナ禍で困っていること＞

問 5９ コロナ禍で困っていることは、どのようなことですか。（あてはまるものすべてに○）

30.6

27.1
24.2

21.3
18.1

7.9 7.2 6.8 6.5
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、
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持
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こ
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入
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こ
と
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を
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で
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が
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い

マ
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や
消
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な
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不
足

学
校
や
仕
事
に
行
け
な
い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=657)%
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所有手帳別にみると、身体障害者手帳所有者では「康維持・体力の低下、障がいの重度化」、

療育手帳所有者では「感染予防・対策」、精神障害者保健福祉手帳所有者では「メンタルや気

持ちのコントロール」が他を上回っています。

身体障害者手帳の等級別にみると、概ね全体いずれも上位３項目は全体と同様に高い割合と

なっています。

障がい部位別にみると、視覚障がいでは「健康維持・体力の低下、障がいの重度化」が他を

上回っています。

＜コロナ禍で困っていること＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

感

染

予

防

・

対

策

医

療

機

関

を

受

診

し

づ

らい

マ

ス

ク

や

消

毒

液

な

ど

の

不

足

外

出

を

自

粛

し

て

い

る

こと

健

康

維

持

・

体

力

の

低

下

、

障

が

い

の

重

度

化

学

校

や

仕

事

に

行

け

な

い

こ

と

本

人

の

収

入

が

減

っ

た

こと

家

族

の

収

入

が

減

っ

た

こと

困

り

ご

と

を

相

談

で

き

る

と

こ

ろ

が

な

い

メ

ン

タ

ル

や

気

持

ち

の

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

そ

の

他

特

に

な

い

657 30.6 24.2 6.5 27.1 21.3 3.5 7.9 7.2 6.8 18.1 3.2 18.0

身体障害者手帳 446 30.5 25.3 6.3 28.7 22.9 2.0 8.3 6.7 4.9 13.9 3.4 18.6

療育手帳 133 36.8 24.1 5.3 31.6 15.0 8.3 4.5 9.8 11.3 19.5 1.5 14.3

精神障害者保健福祉手帳 143 23.8 18.2 9.8 21.0 18.9 2.1 9.8 6.3 8.4 31.5 7.0 19.6

無回答 27 18.5 25.9 11.1 18.5 18.5 7.4 11.1 7.4 7.4 14.8 - 18.5

１　級 140 29.3 29.3 5.7 31.4 27.9 2.1 6.4 7.9 6.4 10.7 4.3 12.1

２　級 105 30.5 26.7 8.6 31.4 21.9 1.9 6.7 8.6 1.9 20.0 2.9 17.1

３　級 64 29.7 23.4 7.8 20.3 21.9 1.6 6.3 3.1 9.4 12.5 3.1 23.4

４　級 94 31.9 25.5 5.3 23.4 16.0 3.2 13.8 5.3 3.2 12.8 - 25.5

５　級 22 36.4 9.1 4.5 45.5 27.3 - 9.1 13.6 4.5 9.1 13.6 18.2

６　級 21 28.6 14.3 - 28.6 23.8 - 9.5 - 4.8 19.0 4.8 23.8

視覚障がい 30 6.7 30.0 6.7 40.0 36.7 - 6.7 16.7 3.3 6.7 - 10.0

聴覚障がい 28 32.1 17.9 - 28.6 25.0 3.6 10.7 10.7 3.6 7.1 3.6 17.9

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 33.3 44.4 - 44.4 22.2 - - 11.1 11.1 33.3 - 11.1

肢体不自由（上肢） 50 36.0 30.0 6.0 24.0 20.0 - 4.0 6.0 2.0 14.0 4.0 28.0

肢体不自由（下肢） 128 31.3 24.2 4.7 28.9 26.6 3.1 10.9 5.5 6.3 13.3 3.1 21.1

肢体不自由（体幹） 30 40.0 36.7 10.0 36.7 16.7 3.3 6.7 16.7 6.7 20.0 - 3.3

内部障がい（それ以外） 129 34.9 22.5 6.2 25.6 22.5 2.3 7.8 3.9 4.7 13.2 3.1 20.2

無回答 42 16.7 21.4 14.3 26.2 9.5 - 9.5 2.4 4.8 19.0 9.5 14.3

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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12．生活全般について

（１）地域の方とのおつきあい

地域の方とのつきあい程度について尋ねたところ、「あいさつをする程度」（48.6％）が最も

多く、「会えば世間話をする程度」（14.0％）、「時々家を行き来する」（3.0％）、「よく家を行き

来する」（2.3％）を含めた『つきあいがある』は 67.9％と、７割近くが何らかのかたちで地

域の方とのつきあいがあることがわかります。

一方、「近所とのつきあいはない」の回答も２割みられます。

所有手帳別にみると、『つきあいがある』は身体障害者手帳所有者（69.7％）、精神障害者保

健福祉手帳所有者（59.5％）、療育手帳所有者（51.9％）の順となっています。また、療育手

帳所有者は「近所とのつきあいはない」（34.6％）が３割半ばとなっています。

＜地域の方とのおつきあい＞

問 60 あなたは、ふだん地域の方とどのようなおつきあいをしていますか。（○は１つだけ）

よく家を行き

来する

時々家を行き

来する

合えば世間話

をする程度

あいさつをす

る程度

近所とのつき

あいはない
無回答

凡例

全　　体 （N=657） 67.9

身体障碍者手帳 （n=446） 69.7

療育手帳 （n=133） 51.9

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143） 59.5

『

つ

き

あ

い

が

あ

る

』

所

有

手

帳

別

2.3

2.7

0.8

1.4

3.0

3.1

3.0

3.5

14.0 

16.6 

8.3 

9.1 

48.6

47.3

39.8

45.5

21.2

19.7

34.6

25.2

11.0

10.5

13.5

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、『つきあいがある』の割合は５級（90.8％）で最も高く、

１級（62.1％）で最も低くなっています。

障がい部位別にみると、聴覚障がいと肢体不自由（下肢）では８割以上が『つきあいがあ

る』と回答しています。

＜地域の方とのつきあい程度＞
単位:％

サ

ン

プ

ル

数

よ

く

家

を

行

き

来

す

る

時

々

家

を

行

き

来

す

る

合

え

ば

世

間

話

を

す

る

程

度

あ

い

さ

つ

を

す

る

程

度

近

所

と

の

つ

き

あ

い

は

な

い

無

回

答

『

つ

き

あ

い

が

あ

る

』

657 2.3 3.0 14.0 48.6 21.2 11.0 67.9

１　級 140 2.1 2.9 15.0 42.1 22.1 15.7 62.1

２　級 105 1.9 1.9 11.4 50.5 22.9 11.4 65.7

３　級 64 6.3 1.6 12.5 50.0 21.9 7.8 70.4

４　級 94 2.1 6.4 27.7 43.6 13.8 6.4 79.8

５　級 22 4.5 4.5 13.6 68.2 4.5 4.5 90.8

６　級 21 - - 19.0 52.4 23.8 4.8 71.4

視覚障がい 30 3.3 3.3 16.7 40.0 30.0 6.7 63.3

聴覚障がい 28 3.6 - 7.1 75.0 10.7 3.6 85.7

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 - - - 22.2 77.8 - 22.2

肢体不自由（上肢） 50 - - 18.0 46.0 26.0 10.0 64.0

肢体不自由（下肢） 128 4.7 3.9 25.0 47.7 13.3 5.5 81.3

肢体不自由（体幹） 30 3.3 6.7 3.3 43.3 23.3 20.0 56.6

内部障がい（それ以外） 129 2.3 4.7 17.1 45.7 18.6 11.6 69.8

無回答 42 - - 7.1 47.6 19.0 26.2 54.7

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（２）スポーツ実施状況

スポーツ実施状況を尋ねたところ、「以前はしたことがあるが、現在はしていない」

（38.2％）が最も多く、次いで「今までスポーツをしたことがない」（31.2％）、「不定期だが

時々している」（9.3％）、「定期的にしている」（7.0％）の順となっています。「定期的にして

いる」と「不定期だが時々している」を合わせた『スポーツを行っている』（16.3％）となっ

ています。

所有手帳別にみると、『スポーツを行っている』はいずれも２割弱の割合となっています。

また、療育手帳所有者は「今までスポーツをしたことがない」（45.9％）が他を大きく上回っ

ています。

＜スポーツ実施頻度＞

問 61 あなたは現在スポーツを行っていますか。（○は１つだけ）

定期的に

している

不定期だが時々

している

以前はしたこと

があるが、現在

はしていない

今までスポーツ

をしたことがな

い

無回答

凡例

全　　体 （N=657） 16.3

身体障碍者手帳 （n=446） 14.3

療育手帳 （n=133） 17.3

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143） 15.4

『

ス

ポ

ー

ツ

を

行

っ

て

い

る

』

所

有

手

帳

別

7.0

6.5

5.3

6.3

9.3

7.8

12.0

9.1

38.2 

41.9 

21.1 

39.9 

31.2

29.8

45.9

27.3

14.3

13.9

15.8

17.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、『スポーツを行っている』と回答した人の割合は５級

（27.3％）で最も高く、３級（9.4％）で最も低くなっています。また５級では「定期的にし

ている」（18.2％）が２割程度みられ、他を上回っています。

障がい部位別にみると、音声・言語・そしゃく機能障がいで『スポーツを行っている』とし

た回答がみられず、他を大きく下回っています。

＜スポーツ実施頻度＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

定

期

的

に

し

て

い

る

不

定

期

だ

が

時

々

し

て

い

る

以

前

は

し

た

こ

と

が

あ

る

が

、

現

在

は

し

て

い

な

い

今

ま

で

ス

ポ

ー

ツ

を

し

た

こ

と

が

な

い

無

回

答

『

ス

ポ

ー

ツ

を

行

っ

て

い

る

』

657 7.0 9.3 38.2 31.2 14.3 16.3

１　級 140 5.7 5.0 37.1 33.6 18.6 10.7

２　級 105 7.6 2.9 42.9 31.4 15.2 10.5

３　級 64 - 9.4 48.4 32.8 9.4 9.4

４　級 94 6.4 16.0 40.4 25.5 11.7 22.4

５　級 22 18.2 9.1 40.9 22.7 9.1 27.3

６　級 21 14.3 9.5 57.1 14.3 4.8 23.8

視覚障がい 30 13.3 6.7 30.0 36.7 13.3 20.0

聴覚障がい 28 3.6 14.3 53.6 21.4 7.1 17.9

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 - - 44.4 44.4 11.1 0.0

肢体不自由（上肢） 50 8.0 8.0 38.0 40.0 6.0 16.0

肢体不自由（下肢） 128 7.8 12.5 46.9 22.7 10.2 20.3

肢体不自由（体幹） 30 3.3 - 26.7 46.7 23.3 3.3

内部障がい（それ以外） 129 5.4 5.4 44.2 31.0 14.0 10.8

無回答 42 4.8 4.8 35.7 21.4 33.3 9.6

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（３）実施しているスポーツ

実施しているスポーツの内容を尋ねたところ、「散歩やランニング」（65.4％）が最も多く、

次いで「体操」（15.9％）、「球技」（11.2％）、「水泳」（8.4％）の順となっています。

＜実施しているスポーツ＞

所有手帳別、身体障害者手帳の等級別、障がい部位別でみると、肢体不自由（体幹）以外の

いずれも、「散歩やランニング」が最も多くなっています。

＜実施しているスポーツ＞

【問 59 で「１．」または「２．」と答えた方におたずねします。】

問 62 それは、どのようなスポーツですか。（○はいくつでも）

65.4

15.9
11.2 8.4

-

17.8

0

20

40

60

80

散
歩
や

ラ
ン
ニ
ン
グ

体
操

球
技

水
泳

陸
上

そ
の
他

全体(N=107)%

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

散

歩

や

ラ

ン

ニ

ン

グ

体

操

球

技

水

泳

陸

上

そ

の

他

107 65.4 15.9 11.2 8.4 - 17.8

身体障害者手帳 64 67.2 15.6 14.1 7.8 - 14.1

療育手帳 23 69.6 13.0 13.0 8.7 - 17.4

精神障害者保健福祉手帳 22 54.5 22.7 4.5 13.6 - 27.3

無回答 5 80.0 - - - - -

１　級 15 86.7 6.7 26.7 - - 6.7

２　級 11 45.5 18.2 9.1 18.2 - 27.3

３　級 6 100.0 - 33.3 16.7 - -

４　級 21 61.9 23.8 9.5 4.8 - 14.3

５　級 6 66.7 16.7 - 16.7 - -

６　級 5 40.0 20.0 - - - 40.0

視覚障がい 6 83.3 - - - - 16.7

聴覚障がい 5 60.0 40.0 20.0 - - 20.0

音声・言語・そしゃく機能障がい - - - - - - -

肢体不自由（上肢） 8 62.5 - 25.0 - - 25.0

肢体不自由（下肢） 26 61.5 23.1 15.4 11.5 - 11.5

肢体不自由（体幹） 1 - 100.0 - - - -

内部障がい（それ以外） 14 85.7 7.1 14.3 7.1 - 14.3

無回答 4 50.0 - - 25.0 - -

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体



－99－

（４）スポーツを行う上で希望すること

スポーツを行う上で希望することについて尋ねたところ、「障がい者が自由に使える体育施

設の整備」（18.3％）が最も多く、次いで「グループやサークルの紹介」（9.1％）、「指導者や

ボランティアの育成」（8.1％）、「学校などの施設の開放」（4.1％）、「講習会や大会の開催」

（3.3％）の順となっています。

なお、「特にない」（45.2％）は４割半ばとなっています。

＜スポーツを行う上で希望すること＞

問 63 あなたは、スポーツを行う上で、希望することがありますか。（○はいくつでも）

18.3

9.1 8.1
4.1 3.3 1.5

45.2
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20

40

60

80

障
が
い
者
が
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使

え
る
体
育
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設
の
整
備
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ー
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ル
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介
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導
者
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

学
校
な
ど
の

施
設
の
開
放

講
習
会
や
大
会
の
開
催

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=657)%
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所有手帳別にみると、いずれも「障がい者が自由に使える体育施設の整備」が最も多くなっ

ています。また、療育手帳所有者は「指導者やボランティアの育成」（15.8％）、「学校などの

施設の開放」（9.0％）が他をやや上回っています。

身体障害者手帳の等級別および障がい部位別のいずれも、「障がい者が自由に使える体育施

設の整備」が最も多くなっています。

＜スポーツを行う上で希望すること＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

障

が

い

者

が

自

由

に

使

え

る

体

育

施

設

の

整

備

学

校

な

ど

の

施

設

の

開

放

指

導

者

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

育

成

グ

ル

ー

プ

や

サ

ー

ク

ル

の

紹

介

講

習

会

や

大

会

の

開

催

そ

の

他

特

に

な

い

657 18.3 4.1 8.1 9.1 3.3 1.5 45.2

身体障害者手帳 446 18.4 2.9 6.1 7.0 3.4 1.1 47.3

療育手帳 133 21.8 9.0 15.8 14.3 6.8 3.8 36.8

精神障害者保健福祉手帳 143 16.1 3.5 5.6 11.2 1.4 2.1 45.5

無回答 27 3.7 - 7.4 18.5 3.7 - 37.0

１　級 140 15.7 1.4 7.1 5.0 2.1 1.4 47.1

２　級 105 24.8 4.8 5.7 13.3 2.9 1.0 42.9

３　級 64 14.1 3.1 4.7 4.7 4.7 3.1 51.6

４　級 94 18.1 3.2 6.4 6.4 5.3 - 50.0

５　級 22 22.7 4.5 4.5 4.5 4.5 - 36.4

６　級 21 14.3 - 4.8 - - - 57.1

視覚障がい 30 23.3 - 16.7 6.7 3.3 3.3 46.7

聴覚障がい 28 14.3 3.6 7.1 14.3 - - 50.0

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 11.1 - - - - - 55.6

肢体不自由（上肢） 50 22.0 4.0 4.0 4.0 4.0 2.0 46.0

肢体不自由（下肢） 128 24.2 2.3 7.8 9.4 6.3 0.8 41.4

肢体不自由（体幹） 30 20.0 6.7 10.0 10.0 3.3 - 50.0

内部障がい（それ以外） 129 13.2 3.1 3.9 5.4 2.3 - 54.3

無回答 42 11.9 2.4 - 2.4 - 4.8 40.5

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

所

有

手

帳

別

全　体
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（５）今後のスポーツ継続・実施意向

今後のスポーツ継続・実施意向について尋ねたところ、「どちらともいえない」（39.1％）が

最も多く、次いで「継続したい・行ってみたい」（24.7％）、「やめたい・行ってみたくない」

（8.7％）の順となっています。

所有手帳別にみると、いずれも「どちらともいえない」が最も多くなっています。なお、

「継続したい・行ってみたい」はいずれも２割半ばとなっています。

＜今後のスポーツ継続・実施意向＞

問 64 あなたは、今後スポーツを継続したい、または、行ってみたいと思いますか。（○は１つだ

け）

継続したい・

行ってみたい

やめたい・行っ

てみたくない
その他

どちらとも

いえない
無回答

凡例

全　　体 （N=657）

身体障碍者手帳 （n=446）

療育手帳 （n=133）

精神障害者

保健福祉手帳
（n=143）

所

有

手

帳

別

24.7 

23.1 

27.1 

23.1 

8.7 

8.3 

7.5 

11.2 

3.5 

2.9 

3.0 

5.6 

39.1 

39.7 

42.9 

37.1 

24.0 

26.0 

19.5 

23.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳
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身体障害者手帳の等級別にみると、３級で「継続したい・行ってみたい」の割合が、他をや

や下回っています。

障がい部位別にみると、視覚障がい、肢体不自由（下肢）で「継続したい・行ってみたい」

の割合が他を上回り、音声・言語・そしゃく機能障がいでは「やめたい・行ってみたくない」

の割合が他を上回っています。

＜今後のスポーツ継続・実施意向＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

継

続

し

た

い

・

行

っ

て

み

た

い

や

め

た

い

・

行

っ

て

み

た

く

な

い

そ

の

他

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

無

回

答

657 24.7 8.7 3.5 39.1 24.0

１　級 140 19.3 7.9 2.1 39.3 31.4

２　級 105 24.8 9.5 2.9 35.2 27.6

３　級 64 14.1 9.4 6.3 45.3 25.0

４　級 94 29.8 9.6 2.1 36.2 22.3

５　級 22 22.7 - 4.5 59.1 13.6

６　級 21 38.1 4.8 - 42.9 14.3

視覚障がい 30 33.3 10.0 6.7 26.7 23.3

聴覚障がい 28 25.0 - - 57.1 17.9

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 - 22.2 - 55.6 22.2

肢体不自由（上肢） 50 22.0 12.0 8.0 38.0 20.0

肢体不自由（下肢） 128 31.3 7.0 3.9 36.7 21.1

肢体不自由（体幹） 30 6.7 13.3 - 36.7 43.3

内部障がい（それ以外） 129 20.9 7.8 0.8 47.3 23.3

無回答 42 14.3 7.1 2.4 23.8 52.4

障

が

い

部

位

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体
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（６）障がい者（児）福祉のために、行政に充実してほしいこと

障がい者（児）福祉のために、行政（国・県・市など）に力を入れてほしいことについて尋

ねたところ、「年金や手当等経済援助の充実」（55.7％）が最も多く、次いで「障がい者にやさ

しいまちづくりの推進」（43.7％）、「緊急時や災害時の支援体制の充実」（36.4％）、「障がい者

に対する社会の理解を深めるための啓発や人権教育の充実」（31.4％）の順となっています。

＜障がい者（児）福祉のため、行政に充実してほしいこと＞

問 65 障がい者（児）福祉のために、今後、行政（国・県・市など）に充実してほしいと思うこ

とは何ですか。（あてはまるものすべてに○）

財産管理の援助

その他

特にない

障がい者同士や地域の人と交流ができる場の整備

障がいの早期発見・早期療育体制の充実

障がいの特性・程度に応じた障がい児保育・教育の充実

グループホーム等の地域で共同生活できる住まいの整備

文化・スポーツ・レクリエーション等を通じた社会参加の支援

障がい者・家族団体やボランティアの育成・活動の支援

年金や手当等経済援助の充実

障がい者にやさしいまちづくりの推進
(公共施設や民間施設、公共交通機関、道路等の整備)

緊急時や災害時の支援体制の充実

障がい者に対する社会全体の
理解を深めるための啓発や人権教育の充実

障がいの特性・程度に応じた居場所や訓練、

就労に向けた支援事業の充実

公営住宅への障がい者優先入居等住宅施策の充実

在宅生活を支えるための医療の充実

(訪問診療、受診・入院の援助等)

民間企業・社会福祉法人・ＮＰＯ法人等、福祉活動への協力

就労支援の充実
(働くための訓練や職業紹介、就労後の指導や支援等)

障がい者支援施設等の入所できる福祉施設の充実

障がい者に対する情報提供や相談窓口、
包括的生活支援センターの設置

ホームヘルプやデイサービス、

外出支援等の在宅サービスの充実

55.7

43.7

36.4

31.4

28.3

26.5

25.3

25.0

23.6

23.3

21.8

18.0

16.7

15.8

14.3

13.7

13.5

13.5

9.4

1.7

8.7 
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%
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所有手帳別にみると、いずれも「年金や手当等経済援助の充実」が最も多くなっています。

また、療育手帳所有者は「障がい者に対する社会の理解を深めるための啓発や人権教育の充

実」、「障がい者支援施設等の入所できる福祉施設の充実」が他を上回っています。

身体障害者手帳の等級別にみると、いずれも全体の上位４項目が多い傾向がみられます。ま

た、等級が重度になるほど「障がい者に対する社会全体の理解を深めるための啓発や人権教育

の充実」の割合が高い傾向がみられます。

障がい部位別にみても、いずれも全体の上位４項目が多い傾向がみられます。また、肢体不

自由（体幹）で「在宅生活を支えるための医療の充実（訪問診療、受信・入院の援助等）」、

「障がい者支援施設等の入所できる福祉施設の充実」が他を上回っています。
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＜障がい者（児）福祉のため、国や市に力を入れてほしいこと＞

単位:％

サ

ン

プ

ル

数

障

が

い

者

に

対

す

る

社

会

全

体

の

理

解

を

深

め

る

た

め

の

啓

発

や

人

権

教

育

の

充

実

障

が

い

者

同

士

や

地

域

の

人

と

交

流

が

で

き

る

場

の

整

備

文

化

・

ス

ポ

ー

ツ

・

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

等

を

通

じ

た

社

会

参

加

の

支

援

就

労

支

援

の

充

実

（

働

く

た

め

の

訓

練

や

職

業

紹

介

、

就

労

後

の

指

導

や

支

援

等

）

障

が

い

の

特

性

・

程

度

に

応

じ

た

居

場

所

や

訓

練

、

就

労

に

向

け

た

支

援

事

業

の

充

実

障

が

い

の

特

性

・

程

度

に

応

じ

た

障

が

い

児

保

育

・

教

育

の

充実

障

が

い

者

に

や

さ

し

い

ま

ち

づ

く

り

の

推

進

公

営

住

宅

へ

の

障

が

い

者

優

先

入

居

等

住

宅

施

策

の

充

実

緊

急

時

や

災

害

時

の

支

援

体

制

の

充

実

障

が

い

の

早

期

発

見

・

早

期

療

育

体

制

の

充

実

657 31.4 18.0 13.7 25.0 28.3 15.8 43.7 26.5 36.4 16.7

身体障害者手帳 446 27.8 13.9 12.3 19.3 22.0 13.2 44.2 25.6 37.4 14.6

療育手帳 133 42.1 30.1 22.6 38.3 42.1 26.3 43.6 24.1 42.9 23.3

精神障害者保健福祉手帳 143 28.7 17.5 9.1 30.1 27.3 9.8 37.8 21.7 24.5 18.2

無回答 27 33.3 14.8 11.1 29.6 33.3 18.5 29.6 33.3 22.2 3.7

１　級 140 29.3 13.6 11.4 20.0 23.6 16.4 46.4 30.7 48.6 15.0

２　級 105 28.6 17.1 21.0 21.0 21.0 8.6 43.8 24.8 30.5 16.2

３　級 64 26.6 14.1 7.8 15.6 18.8 14.1 53.1 15.6 43.8 20.3

４　級 94 25.5 9.6 6.4 14.9 20.2 12.8 34.0 25.5 29.8 10.6

５　級 22 18.2 13.6 13.6 22.7 18.2 13.6 45.5 31.8 40.9 4.5

６　級 21 38.1 19.0 14.3 33.3 38.1 14.3 47.6 19.0 9.5 14.3

視覚障がい 30 30.0 26.7 23.3 26.7 33.3 13.3 53.3 50.0 60.0 16.7

聴覚障がい 28 42.9 17.9 17.9 25.0 28.6 17.9 39.3 17.9 35.7 25.0

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 11.1 - 11.1 - 11.1 - 33.3 11.1 44.4 11.1

肢体不自由（上肢） 50 24.0 6.0 8.0 22.0 24.0 14.0 44.0 26.0 34.0 14.0

肢体不自由（下肢） 128 25.8 16.4 14.1 18.8 25.8 14.1 55.5 25.8 39.8 16.4

肢体不自由（体幹） 30 30.0 20.0 16.7 10.0 16.7 10.0 50.0 30.0 30.0 13.3

内部障がい（それ以外） 129 27.9 13.2 8.5 17.8 17.8 14.7 34.1 24.0 34.9 11.6

無回答 42 28.6 4.8 9.5 23.8 14.3 7.1 35.7 16.7 31.0 11.9

障

が

い

部

位

別

所

有

手

帳

別

身

体

障

害

者

手

帳

等

級

別

全　体

サ

ン

プ

ル

数

在

宅

生

活

を

支

え

る

た

め

の

医

療

の

充

実

（

訪

問

診

療

、

受

診

・

入

院

の

援

助

等

）

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

や

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

、

外

出

支

援

等

の

在

宅

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

等

の

地

域

で

共

同

生

活

で

き

る

住

ま

い

の

整備

障

が

い

者

支

援

施

設

等

の

入

所

で

き

る

福

祉

施

設

の

充

実

年

金

や

手

当

等

経

済

援

助

の

充実

障

が

い

者

に

対

す

る

情

報

提

供

や

相

談

窓

口

、

包

括

的

生

活

支

援

セ

ン

タ

ー

の

設

置

財

産

管

理

の

援

助

障

が

い

者

・

家

族

団

体

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

育

成

・

活

動

の

支援

民

間

企

業

・

社

会

福

祉

法

人

・

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

等

、

福

祉

活

動

へ

の

協

力

そ

の

他

特

に

な

い

657 25.3 21.8 14.3 23.6 55.7 23.3 9.4 13.5 13.5 1.7 8.7

身体障害者手帳 446 25.8 22.0 10.3 21.3 52.2 21.1 6.7 11.4 11.2 1.1 10.1

療育手帳 133 22.6 26.3 33.8 42.1 54.1 27.8 20.3 24.1 21.8 3.0 3.8

精神障害者保健福祉手帳 143 22.4 17.5 7.7 16.1 60.8 26.6 9.1 11.9 9.1 2.8 4.2

無回答 27 33.3 18.5 11.1 29.6 59.3 22.2 - 3.7 11.1 - 11.1

１　級 140 29.3 26.4 10.7 27.1 56.4 20.7 6.4 12.9 15.0 - 7.1

２　級 105 26.7 31.4 12.4 26.7 52.4 28.6 10.5 18.1 12.4 - 8.6

３　級 64 23.4 15.6 9.4 15.6 48.4 20.3 4.7 4.7 4.7 1.6 7.8

４　級 94 23.4 16.0 10.6 12.8 48.9 14.9 5.3 8.5 10.6 3.2 14.9

５　級 22 18.2 9.1 9.1 22.7 59.1 18.2 4.5 4.5 4.5 4.5 22.7

６　級 21 23.8 4.8 - 9.5 42.9 19.0 4.8 9.5 9.5 - 9.5

視覚障がい 30 23.3 43.3 20.0 23.3 70.0 33.3 23.3 20.0 23.3 - 10.0

聴覚障がい 28 21.4 10.7 10.7 17.9 46.4 25.0 7.1 17.9 10.7 - 10.7

音声・言語・そしゃく機能障がい 9 22.2 44.4 - 11.1 55.6 22.2 - 22.2 - - 11.1

肢体不自由（上肢） 50 18.0 18.0 6.0 28.0 52.0 16.0 10.0 8.0 14.0 2.0 14.0

肢体不自由（下肢） 128 31.3 25.0 12.5 25.8 53.1 22.7 3.1 13.3 10.2 0.8 7.0

肢体不自由（体幹） 30 36.7 26.7 13.3 33.3 50.0 26.7 16.7 16.7 10.0 3.3 6.7

内部障がい（それ以外） 129 27.1 16.3 9.3 17.1 49.6 15.5 2.3 7.0 12.4 0.8 13.2

無回答 42 11.9 19.0 4.8 7.1 50.0 23.8 9.5 7.1 2.4 2.4 7.1

障

が

い

部

位

別

所

有

手

帳

別

身

体

障
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手

帳

等

級
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